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岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
序　本報告書は、岡山大学環境理工学部校舎新営工事に伴って1996（平成8）年・1997（平成9）年に
実施した津島岡大遺跡第17次発掘調査および1999（平成11）年に実施した同遺跡第22次発掘調査の成
果をまとめたものである。両次発掘の調査地は南北に接しており、調査成果をまとめてここに報告す
るものである。
　これらの調査地は、朝寝鼻貝塚の南西に位置し、従来から縄文時代の遺構・遺物が濃密に分布する
ところとみなされてきた。この度の発掘調査でも遺跡の重要性を再確認することになり、とくに2基
の竪穴住居状遺構の発見や豊富な土器・石器の出土は岡山平野の縄文文化を考えるうえで貴重な成果
といえ、後期前葉を最盛期として中期末から後期中葉へ移り変わる縄文時代一集落の歴史を解き明か
す有力な資料となろう。
　第22次発掘調査を行っていた1999（平成11）年3月には、あわせて調査地北側にひろがる馬場の周
辺で遺跡確認のための試掘調査を実施した。重要な遺跡の保護i対策を検討するために資料を得ること
が目的であった。試掘の結果、朝寝鼻貝塚のある丘陵から今回の調査地まで微高地が続き、遺跡の連
続が予想できた。それまでの発掘成果や新たな試掘の結果を受け、1999（平成11）年9月には当時の
埋蔵文化財調査研究センター管理委員会が津島地区東北隅地域に学内措置として遺跡保護区を設ける
ことを決定し、同年12月には施設設定委員会が施設長期計画配置図に遺跡保護区の範囲（約17，000平
方メートル）を明示することとなった。埋蔵文化財のなかでもとくに多くの文化層を含み調査に多大
な時間と経費を要する地域については、施設建設用地からあらかじめはずしておくのも一つの工夫で
あろう。
　第22次発掘地では、縄文時代より上層で東西にのびる古代の大溝を確認した。条里地割の里境とな
る溝の一部にあたり、これまで東方のベンチャー・ビジネス・ラボラトリーや西方の図書館新館建設
地等の発掘地でもその延長部分を調査してきた。今回の報告では、硯の出土等により古代山陽道との
かかわりも議論しているが、これからの発掘調査によって十分な資料を積み上げていくことが課題で
ある。
　2回にわたる発掘調査の実施にあたっては、新設なったばかりの環境理工学部から格別のご配慮を
いただいた。また遺跡の保護措置については、本センター管理委員長であった当時の小坂二度見学長
が積極的に推進されるとともに施設部からも具体的な提案をいただいた。関係各機関・各位にあらた
めて深甚の謝意を表する次第である。
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
　センター長（理事・事務局長）　阿部健
　副センター長（文化科学研究科教授）稲田孝司
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1．本書は岡山大学埋蔵文化財調査研究センターが実施した、環境理工学部校舎新営工事に伴う以下の2つの調査の報告書である。
　　第17次調査：期間1996年5月21日～1997年1月9日、面積1451㎡　　第22次調査：期間1999年3月1日～7月12日、面積773㎡
　　調査地点はいずれも岡山市津島中3丁目1番1号に所在する。
2．発掘調査から報告書作成までの諸作業は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター管理委員会・同運営委員会の指導のもとに行われた。
　　委員・幹事の諸氏に御礼申し上げる。
3．調査については『岡山大学構内遺跡調査研究年報』14・15に報告しているが、細部にわたる事実関係は本書をもって正式のものとする。
4．本書掲載の図面・写真のうち、調査時の遺構・遺物実測・写真撮影の担当は以下の通りである。
　　第17次調査：小林青樹・野崎貴博・横田美香・猪原千恵；第22次調査：岩崎志保・喜田敏・野崎貴博・山本悦世・横田美香・福井優i・
　　嘉原倫子
5．報告書作成にあたっての主な担当は以下の通りである。〈遺物〉土器の実測・浄写・観察表：岩崎志保・野崎貴博・高田貫太・光本
　　順・山本悦世・横田美香、石器の実測・浄写・観察表：高田浩司・高田貫太・景山明香、木器の実測・浄写・観察表：岩崎志保・高田
　　浩司・伴裕子、遺物写真：高田貫太・野崎貴博・山本悦世、〈遺構〉浄写：岩崎志保、〈整理作業〉井口三智子・片山純子・黒藪美代子
6．本書の執筆分担は目次に示した通りである。岩崎志保・野崎貴博・高田貫太連名の場合は、土器は野崎貴博、石器は高田貫太が担当し
　　た。
7．編集は、稲田孝司（副センター長）・山本悦世（調査研究室長）の指導のもと、岩崎志保が担当した。
8．本書作成にあたって、木材樹種同定を能城修一氏（農林水産省森林総合研究所）、石器石材の同定は鈴木茂之氏（岡山大学理学部）に
　　依頼し、有益な教示を得た。また縄文土器について木下哲夫・清水義宣・高橋健太郎・高橋護・田中耕作・千葉豊・冨井眞・柳澤清一
　　の各氏に、石器について中村豊氏・米田克彦氏、近世陶磁器について乗岡実氏に多くの助言・教示をいただいた。記して感謝する。
9．本書に掲載した調査の記録・出土遺物等はすべて当センターで保管している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡　例
ユ．本書で用いる高度地は海抜標高であり、方位は国土座標第V座標系（日本測地系）の座標北である。
2。土器の遺物番号は原則として遺構別に付し、その他は通し番号を付した。石器にS、木製品にW、土製品にTを付けて区別する。
3。遺物の計測値と観察所見は観察表を作成し、実測図と組み合わせて掲載した。観察表の表記基準は以下の通りである。
　①観察表中の土器胎土の表記基準は次の通りである。
　　微砂：径0．5㎜1未満、細砂：径0．5～1㎜未満、粗砂：径1～2㎜未満、細礫：径2㎜以上
　②遺物法量は、残存部分が全周の1／2以上の個体は実測値を、1／2に満たない個体は推定復元値をカッコをつけて表示した。
　③色調は欄中に表記している場合は「外面・内面」の順で表示している。
　④実測図中では、断面に、須恵器は黒塗り、陶磁器はトーンを貼ることで識別している。
4．写真図版の遺物番号は本文中の遺物番号に一致する。
5。本書で使用した地形図は、建設省国土地理院発行の1／25，000地形図「岡山北部」・「岡山南部」（平成6年発行）を合成したものである。
近隣の遺跡
第1章　遺跡の位置と環境
第1節　近隣の遺跡
　津島岡大遺跡は岡山市津島中所在の岡山大学津島地区構内に位置する遺跡の総称である。本遺跡の所在する岡
山市津島一帯は、中国地方でも最大の平野である岡山平野の北半を占め、主要河川の一つである旭川の西岸にあ
たる。北側には半田山・ダイミ山・■山といった標高150m前後の山塊が連なっている。
　岡山平野は、旭川・吉井川・高梁川の三大河川の沖積作用により形成されたもので、縄文時代の前期頃に海進
のピークを迎えると、海岸線は次第に後退し始める。そして河川の堆積作用と氾濫等の繰り返しにより自然堤防
と後背湿地とが形成される。本遺跡周辺でも旭川旧河道や大小様々な規模の支流と、それらの間に形成された自
然堤防上の微高地とが複雑に展開する地形をなしていた。このような平野の中に形成された微高地上に集落が進
出し始めるが、岡山平野で人類の痕跡が認められるのは、今のところ縄文時代前期以降のことである。前期にさ
かのぼる遺跡は、半田山丘陵の下端に立地する朝寝鼻貝塚1）である。以後この平野を舞台に、人々の歴史が現代
まで連綿と展開していく。ここでは、本報告に関連して縄文時代中期以降の時期を中心に周辺遺跡の概要を述べ
ることとする。
　本遺跡周辺では、縄文時代中期の遺物が百間川沢田遺跡で認められる。後期になると遺跡数が増加し、前出の
朝寝鼻貝塚のほか、後期から晩期にかけては、津島岡大遺跡で、貯蔵穴・竪穴住居・炉痕等の遺構や、土器・石
器等の遺物がまとまって検出されている。同様の状況は旭川東岸の百間川遺跡群（2）でも認められ、後期・晩期の
貯蔵穴・土坑・炉・貝塚等の遺構や、中期～晩期の遺物等が検出されている。
　縄文時代の終わりに北部九州に稲作農耕が導入され、各地へと伝播していく過程で、瀬戸内地域へはかなり早
い段階に情報がもたらされたとみられる。本遺跡周辺において出現期の水田遺構は、弥生時代早期～前期にかけ
て堆積したと見られる黒褐色粘質土層上面で検出されている水田畦畔である。津島江道遺跡3）、北方中溝遺跡・
北方地蔵遺跡4）等で確認されている。また国指定史跡である津島遺跡‘）においては、前期前半に微高地上で住居・
倉庫群が検出されている。また水田遺構は広範囲に検出されており、弥生時代前期における集落と水田の関係が
示されている。
　弥生時代中期以降も平野部の拡大は続き、農耕技術や水利技術の進歩も相侯って生産基盤が安定したことから、
微高地上に集落が次々に出現、発展していく。前出の津島遺跡6）をはじめ、前期後半から出現する南方遺跡7）、中
期からは絵図遺跡8）・上伊福遺跡9）・鹿田遺跡㈲、後期には天瀬遺跡⑪というように、集落遺跡の増加が認められる。
　一方、岡山平野の北側の半田山山塊には、弥生時代中期～古墳時代中期にかけて、有力な首長系譜をたどれる
弥生墳丘墓、前方後円墳、前方後方墳等が相次いで築かれる。すなわち都月坂2号墳丘墓02）・1号前方後方墳ロい
七つ壊古墳群σの、ダイミ山古墳、一本松古墳群⑮、さらに麓部にはお塚（様）古墳㈹が所在している。またやや東に
離れた平野の中に神宮寺山古墳⑰が築かれている。これらの墳墓の造営に関わった人々と、本遺跡周辺で検出さ
れている遺跡とは密接な関わりを想定できる。津島遺跡では多数の竪穴住居趾が検出されており、中心的な集落
とみられる。その周辺に広がる水田域のひとつに、津島岡大遺跡は位置している。
　次いで古墳時代後期では、周辺での造墓活動は見られなくなるが、本遺跡では第6・7次調査地点で水田遺構、
第10次調査地点で竪穴住居趾が検出されており、概期の集落構造を知る手がかりが少しずつではあるが増加し
ている。この時期、岡山平野で遺跡の活発な動向をたどれるのは旭川の東岸地域で、百間川遺跡群軌原尾島遺
跡⑲・湯迫古墳群・操山古墳群等が知られている。
　古代から中世にかけてみると、古代においては、岡山平野でも条里制に関係する遺構が若干であるが検出され
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1．津島岡大遺跡
　　　　　　　（縄文中期～近世）
2　田益田中（国立岡山病院）
　　遺跡（縄文～近世）
3　白壁奥遺跡（古墳後期）
　　〈製鉄＞
4．津高住宅団地内遺跡群
　（古墳他）〈製鉄遺跡群を含む＞
5．佐良池古墳群（古墳後期）
6
7
8
9
10
11
12
13
14
描鉢池古墳群（古墳後期）
奥池古墳群（古墳後期）
タイミ山古墳（古墳申期？）
津島東3丁目1地点（弥生
古墳）
宿古墳群（古墳前期　後期）
片山古墳（古墳前期）
鳥山城跡（戦国）
七つ城墳墓　古墳群（弥生～
古墳）
都月坂墳墓・古墳群（弥生～
古墳）
15　半田山城（戦国）
16　津島福居遺跡（古墳～室町）
17　おつか（様）古墳（古墳中期）
18　津島東遺跡（縄文～室町）
19　朝寝鼻貝塚（縄文前～後期）
20　一本松古墳（古墳中期）
21．不動堂古墳
22　妙見山城跡（戦国）
23　鎌田遺跡（弥生他）
24　津島新野遣跡（弥生）
25　津島江道遺跡（縄文～近世）
26　北方長田遺跡（弥生～近世）
27神宮寺山古墳（古墳中期）
28　青陵古墳（古墳前期）
29　石井廃寺（奈良？～室町）
30　津倉古墳（古墳前期）
31　妙林寺遺跡（弥生）
32　上伊福西遺跡・尾針神社南
　　遺跡（弥生～平安）
33　津島遺跡（弥生～近世）
34　北方下沼遺跡（弥生～室町）
35　北方横田遺跡（弥生～室町）
36　北方中溝遺跡（弥生～室町）
37．北方地蔵遺跡（弥生～近世）
38　北方薮ノ内遺跡（弥生～近世）
39　北方上沼遺跡他（弥生～近世）
40　上伊福遺跡　伊福定国前遺跡
　　（弥生～室町）
41　上伊福遺跡（弥生・古墳）
42　絵図遺跡（弥生～平安）
43　南方遺跡他（弥生～近世）
44　広瀬遺跡（弥生）
45　上伊福（立花）遺跡（弥生～室
　　町）
4647散布地
48．鹿田（県立岡山病院）遺跡
　（平安～鎌倉）
49　鹿田遺跡（弥生～近世）
50　岡山城跡（室町～近世）
51　天瀬遺跡（弥生～近世）
52　新道遺跡（奈良～近世）
53　二日市遺跡（弥生～近世）
54　竜ノロ山頂古墳群（古墳後期）
55　湯迫古墳群（古墳前期）
56備前車塚古墳（古墳前期）
57　唐人塚古墳（古墳後期）
58　賞田廃寺（飛鳥～室町）
59　備前国府関連遺跡
60　備前国庁跡（奈良～平安）
61備前国府推定地（南国長）
　　遺跡（弥生～鎌倉）
62　南古市場遺跡（奈良～平安）
63　北口遺跡
64　ハガ（高島小）遺跡（奈良～室
　　町）
65　中井・南三反田遺跡・古墳群
　　（弥生～室町）
66　原尾島遺跡（弥生～室町）
67　赤田西遺跡（弥生～室町）
68　幡多廃寺（飛鳥～平安）
69　70　雄町遺跡（縄文晩期～
　　平安）
71　乙多見遺跡（弥生）
図1周辺遺跡分布図（縮尺1／50，000・1／2，500000）
72　赤田東遺跡・関遺跡（弥生～
　　室町）
73　関遺跡（弥生）
74　百間川遺跡群（縄文～近世）
75　百間川原尾島遺跡（縄文中期
　　末～近世）
76　百間川沢田遺跡（縄文中期～
　　近世）
77　百間川兼基遺跡（弥生～室町）
78　百間川今谷遺跡（弥生～古墳）
7983　操山古墳群（古墳後期）
80　妙禅寺城跡（戦国）
81操山219号遺跡（旧石器）
82　金蔵山古墳（古墳中期）
84　網浜廃寺（飛鳥～平安）
85操山109号墳（古墳前期）
86　網浜茶臼山古墳（古墳前期）
87i操山103号墳（古墳前期）
88　湊茶臼山古墳（古墳前期）
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近隣iの遺跡
ている津島遺跡、北方中溝・北方下沼遺跡などでは東西方向の大溝が確認されているほか、中溝遺跡眺南方釜
田遺跡⑪では条里関連の遺構の検出が認められる。また津島江道遺跡②では、古代の倉庫群・建物群が発見され、
御野郡衙に関連する施設との想定がなされている。旭川東岸ではハガ遺跡⑳、百間川米田遺跡⑭といった国府関連
の遺跡がみられる。一方、岡山平野南半では、古代から中世にかけていくつかの荘園の存在が知られ、鹿田遺
跡⑳・新道遺跡㈱では建物群・井戸等の遺構の検出から、摂関家殿下渡領「鹿田荘」比定地とされる。この時期
には平野の南半でも開墾が一層進んだことが窺える。中世には耕地造成により、岡山平野北半ではそれまで僅か
ながら残っていた微地形が消え、平野一面に水田が広がったものと推定される。本遺跡でも水田関連遺構が検
出されており、また旭川西岸の鹿田遺跡・二日市遺跡㈱、東岸の百間川遺跡群⑳等が該期の集落遺跡として知ら
れている。
　近世、特に16世紀以降は、児島湾の干拓が進んで急速に陸化した。岡山平野の水田化はさらに進み、そのなか
で本遺跡周辺では御野郡一帯が岡山藩の穀倉地帯となっていたことが知られている。しかし1907～1908年に御野
郡御野村・伊島村に旧陸軍屯営用地が造成され、旧陸軍による造成と、用地利用の痕跡は岡山大学津島地区構内
にも随所に認められる。さらに近年の急速な市街化によって、かつての田園風景は一変し、現在に至っている。
第2節　津島岡大遺跡
1。構内座標の設定
　現在、岡山大学津島地区構内では、世界測地系による国土座標第V座標系に基づいて、構内座標を独自に設
定している。これは、国土座標系の座標北に軸をあわせたもので、本地区の地割りがほぼ東西・南北方向に合致
していること、また岡山市街地に残っている条里の地割りが正方位となっている状況に対応したものである。
　本センターでは、従来は日本測地系を用いていたが、2002年4月1日に改正された測量法の施行に伴い、2003
年度以降に作成する報告書・概報に使用する国土座標を世界測地系へと変更した。変更に際して、構内座標の原
点については、従来の構内区割りとの整合性を可能な限り保つために、その座標値のみを世界測地系による数値
へ変換することとした。すなわち原点について、これまで日本測地系による座標値（X＝－144，500．0000m、
Y＝－37，000．0000m）であったものが、新たに世界測地系による座標（X＝－144156．4617m、　Y＝－32，246．7496
m）となった。原点の位置を従来と同じ位置に設定しているため、構内座標による区割りはこれまでのものと見
かけの地図上は変わらない。
　この原点から、一辺50mの間隔で、東西・南北方向に方形の区割りを行った。座標軸の名称は原点を基準に、
東西線に関しては北から南へAA～BGライン、南北線に関しては東から西へ00～48ラインとする。50m四方の
それぞれのグリッド名については、東西・南北方向の軸線の名称を組み合わせた北東隅の交点の名称を用いる。
従って、原点はAAOOとなり、その他の交点についてもAWO3、　AZO5、……と呼称する。
2。遺跡の概要
　津島岡大遺跡では、2003年度までに発掘調査として、第29次調査までを終了している。遺跡の範囲は、大学敷
地の西北部にあたる一部を除き、構内のほぼ全域にわたると推定される。
　旭川に近接する位置あるいは半田山丘陵の裾部という立地条件から、縄文時代には数条の流路が入り込んでお
り、低地部と微高地で構成される起伏のある地形が復元される⑳。また、周辺の植生などの環境に関しても分析
が進みつつある㈹。
　津島岡大遺跡において最も古い遺構・遺物は、第21次調査で確認された縄文時代中期中葉頃に属する土坑と土
3
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図2　岡山大学津島地区構内座標と各調査地点（縮尺1／10，000）
器があげられる。それに続く中期後葉～末葉では、各地点において遺物の出土が確認される（第3・15・17・
19・27次など）が、明確な遺構の報告はない。同時期の人間の活動痕跡は大半の地点で希薄な状態であり、そう
した状況が遺跡全体にひろがる傾向を示す点を指摘しておきたい。
　一方、後期前葉には、遺構・遺物の出土量は大幅に増加しており、集落構造に関して一定の解明が可能な資料
の蓄積が進んでいる⑳。本遺跡の北東部にあたる第3・15次調査地点から本調査地点（第17・22次調査）を経て
第6・9次調査地点に至る東西約300m程度の範囲では、微高地部に竪穴住居・大形土坑・ビット群・炉・焼土遺
構・溝、河道部には貯蔵穴群が集中する。出土遺物も質・量とも他の地点とは際だって良好な状態を示しており、
本遺跡における居住域の実態をうかがうことができる。また、後期中葉にはその範囲を拡大する（第5次調査な
ど）。一方、居住域周辺部には焼土遺構を形成する地点が点在し（第7・11～13・27・8a次調査など）、河道部で
は杭列群の存在（第23次調査）も、その機能が注目される。
　弥生時代早期～同前期には、「黒色土」と呼称する黒褐色の土が本遺跡周辺にあたる津島地区一帯に形成され
る。「黒色土」の上面には、小区画がなされた弥生時代前期の水田畦畔が残される場合が多く、縄文時代から弥
生時代への生業のあり方を考える上で、重要な手がかりとなっている。津島岡大遺跡には、こうした前期の水田
がまとまって広がっており（第3・7・11・12・14・17・19・22・27・28次）、弥生時代開始期の農耕の実態を解
明する上でも重要な地域である。
　弥生時代前期末～中期初頭の時期には、それまで遺跡内で流路を構成していた河道や谷部の多くが洪水によっ
て埋没しGD、微高地部の拡大が進行する（第3・15・5・19次調査など）。続く中期の資料は、第8・12次調査地
点などで溝や遺物がやや多く報告されているが、全体としては希薄な状態である。後期初頭に入ると、第10次調
査地点周辺に新たな集落形成が認められる。同地点では、後期初頭の遺物を多量に包含する土坑群が集中し、古
4
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墳時代初頭には井戸が形成されている。耕作関連では、用水路が遺跡全域に検出される（第3・6・15・12・
19・27次など）ほか、第12次調査では、整備された後期初頭の大溝から土器・木器が多数出土している。また、
水田畦畔は第3・5・15次調査地点で確認される。こうした資料からは、弥生時代において中核的集落である津
島遺跡の周縁部の様相を描き出すことができよう。
古墳時代では、引き続き水田経営が継続されるが、集落の居住域内では、後期における鍛冶の存在が明らかと
なっている。第10次調査地点において、竪穴住居の周囲に鍛冶関連遺構が検出され、鉄津・炉壁なども出土して
いるほか、第19次調査地点でも鉄津が確認されており岡、集落内での手工業生産の一端が窺われる。
古代には、条里関連の遺構として、坪境と推定される東西の大溝が検出されている（第1・3・6・7・12・22
次調査）。その他に水田畦畔が、第3・6・7・9・12・15次調査地点において確認された。集落に関しては、第
8・10次調査地点にその可能性が考えられる。
中世後半では、大規模な土地造成がなされる。一定の規模を有する土地造成は、少なくとも古代段階には既に
行われていたことは土層堆積状況から想定されるが、中世層からは、少量ながら、円筒埴輪片がいくつかの調査
地点から出土していることから、同時期の造成が、古墳を破壊するほどの従来にない大規模なものであったこと
が推定される。その結果、広域におよぶ地形の平坦化が大きく進行していく。また、それに際して、条里関連の
溝の形状変化や位置のずれ（第12次調査）あるいは集落の移動（第10次調査）などが認められるほか、耕作関連
遺構に関しても、比較的小規模な区画を残す古代の畦畔が消失し、面積が拡大した田面に多数の鋤痕を残す耕作
形態へと、様々な点において大きな変化を示す（第6・9次調査ほか）。こうした状況は近世・近代に踏襲され、
1907～1908年に日本陸軍が駐屯地の設営のために大規模な造成を行うまで、基本的な構造は継続されている。
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近藤義郎　1986「都月坂二号弥生墳丘墓」『岡山県史　考古資料』
近藤義郎　1986「都月坂一号墳」同上
七つ壊古墳群発掘調査団　1987「七つ坑古墳群』
近藤義郎　1986P本松古墳」『岡山県史　考古資料』
近藤義郎　1988「岡山市津島の俗称『おつか』と称する前方後円墳についての調査の概要報告」『古代吉備』10集
岡山市遺跡調査団　1971『南方遺跡発掘調査概報』
岡山市遺跡調査団　1981『南方（国立病院）遺跡発掘調査報告』
岡山県教育委員会　1981『南方遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告40
内藤善史　1996『絵図・南方遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告110
岡山市教育委員会　1996「上伊福・南方（済生会）遺跡（南方蓮田調査区）1・H」「上伊福・南方（済生会）遺跡（上伊福立花
　　　H」『岡山市埋蔵文化財調査の概要』1994年度
岡山市教育委員会　1997「上伊福・南方（済生会）遺跡（南方蓮田調査区H）」「南方（中電）遺跡」『岡山市埋蔵文化財調査の概
5
遺跡の位置と環境
⑰
㈹
09）
¢Φ
②
②
⑳
⑭
⑳
¢⑤
助
⑳
⑳
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鎌木義昌　1986「神宮寺山古墳」『岡山県史　考古資料』
宇垣匡雅　1994『百間川原尾島遺跡3』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告88
平井　勝　1995『百間川原尾島遺跡4』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告97
宇垣匡雅　1999「原尾島遺跡（藤原光町3丁目地区）』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告139
日本考古学協会静岡大会実行委員会　1988「中溝遺跡」『日本における稲作農耕の起源と展開一資料集一』
日本考古学協会静岡大会実行委員会　1988「南方釜田遺跡」『日本における稲作農耕の起源と展開一資料集一』
高畑知功　1988「津島江道遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告18』
草原孝典　2004『ハガ遺跡』
註19及び岡山県教育委員会　1981『百間川長谷遺跡　当麻遺跡1』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告46
井上　弘ほか　1982『百間川当麻遺跡2』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告52
岡本寛久　1989『百間川米田遺跡3』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告74
註11及び山本悦世　1990『鹿田遺跡1工』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第4冊
松木武彦　1993『鹿田遺跡3』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第6冊
草原孝典　2002『新道遺跡』
出宮徳尚　1985「岡山県二日市遺跡」『日本考古学年報』35
正岡睦夫ほか　1984『百間川原尾島遺跡2』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告56
柳瀬昭彦　1996『百間川原尾島遺跡5』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告106
山本悦世　2004「縄文時代後期の集落構造とその推移」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2004』
津島岡大遺跡文献一覧v、「第5章　自然科学的分析」
野崎貴博　2003「岡山平野における弥生時代前期～中期の洪水と集落の動態」『津島岡大遺跡12』
川鉄テクノリサーチ　2004「津島岡大遺跡（第10次・第19次調査）出土鉄津類の分析」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要
2004』
表1　津島岡大遺跡文献一覧
調査次 文献　＊ただし【】付きのものは概報 発行年
a 1
岡山大学津島北地区小橋法目黒遺跡（AW14区）の発掘調査
i岡山大学構内遺跡発掘調査報告第1集） 1985
b 2 岡山大学津島地区遺跡群の調査H儂学部BH13区他） 1986
C 3 津島岡大遺跡3（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第5冊） 1992
d 4 岡山大学構内遺跡調査研究年報4 1987
e 5 津島岡大遺跡4（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第7冊） 1994
f 6・7 津島岡大遺跡6（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第9冊） 1995
9 8 津島岡大遺跡5（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第8冊） 1995
h 9 津島岡大遺跡10（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第14冊） 1998
i 10・12 津島岡大遺跡11（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第16冊） 2003
j 11 津島岡大遺跡7（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第10冊） 1995
k 13 津島岡大遺跡8（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第12冊） 1997
1 14 津島岡大遺跡9（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第13冊） 1996
m 15 津島岡大遺跡14（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第19冊） 2004
n 16 岡山大学構内遺跡調査研究年報14 1997
O 17 本書【岡山大学構内遺跡調査研究年報14】 1997
P 18 岡山大学構内遺跡調査研究年報16 2000
q 19・21 津島岡大遺跡12（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第17冊） 2003
r 20 岡山大学構内遺跡調査研究年報16 2000
S 22 本書【岡山大学構内遺跡調査研究年報16・17】 2000
t 23・24・25 【岡山大学構内遺跡調査研究年報17・18】 2000・2001
u 26 津島岡大遺跡15（岡山大学構i内遺跡発掘調査報告第20冊） 2005
V 27 津島岡大遺跡13（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第18冊） 2003
W 28 【紀要2002】 2004
X 29 紀要2002 2004
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第2章　調査経過と概要
第1節　第17次調査の概要
1。調査に至る経緯
　岡山大学では1995年度に環境理工学部が新設された。これにともない、早急に校舎を建設する必要が生じたた
め、津島北地区北東に位置する馬術場を新営予定地とすることになった。この環境理工学部校舎新営予定地とな
った馬術場周辺は、これまでに第3・6・9・15次調査を行っており、津島岡大遺跡の中でも遺跡の状況が比較的
明らかにされてきている地点である。その成果を鑑みれば、この地点において縄文時代以降、各時期の遺構・遺
物が良好な状態で検出されることが予想された。しかし、掘削深度や遺構密度などの点では不確定な要素を残し
ていることから、1995年11月に試掘調査を実施した。2ヶ所の試掘坑を設定した試掘調査の結果、新営予定地内
にも埋蔵文化財が包蔵されていることが明らかとなり、土層の堆積状況や発掘調査を要する掘削深度を確認した。
この試掘調査の成果をうけ、1996年度に発掘調査を実施することとなった。発掘調査期間は1996年5月21日～
1997年1月9日、調査面積は1451㎡で、調査員3名がこれにあたった。
2。調査体制
調査主体
調査担当
調査研究員
　　〃
〃
岡山大学
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
　　　　　　　　ク
　　　　　　　　ク
学　　　長
センター長
助　　　手
助　　　手
助　　　手
小坂二度見
稲田　孝司
横田　美香（主任）
小林　青樹
野崎　貴博
管理委員会
【委員】
　　学長
　　文学部長
　　教育学部長
　　法学部長
　　経済学部長
　　理学部長
　　医学部長
　　歯学部長
　　薬学部長
　　工学部長
　　農学部長
　　環境理工学部長
【幹事】
　　庶務部長
　　施設部長
小坂二度見
成田　常雄
松畑　煕一
植松　秀雄
坂本　忠次
佐藤　公行
産賀　敏彦
松村　智弘
篠田　純男
中島　利勝
内田　仙二
河野伊一郎
厚谷　彰雄
井内　敏雄
文化科学研究科長
自然科学研究科長
資源生物科学研究所長
附属図書館長
医学部附属病院長
歯学部附属病院長
固体地球研究センター長
医療技術短期大学部長
学生部長
事務局長
埋蔵文化財調査研究センター長
経理部長
岩間　一雄
岩見　基弘
青山　　勲
神立　春樹
大森　弘之
村山　洋二
久城　育夫
遠藤　　浩
伊澤　秀而
新井　輝隆
稲田　孝司
黄揚川英了
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運営委員会
【委則
　　センター長
　　文学部教授
　　理学部教授
　　経済学部教授
稲田　孝司
狩野　　久
柴田　次夫
建部　和弘
医学部教授
農学部教授（調査研究専門委員）
施設部長
埋蔵文化財調査研究センター調査研究室長
村上　宅郎
千葉　喬三
井内　敏雄
新納　　泉
3。調査の経過
　発掘調査を開始するにあたり、1996年5月13日から約1．2mの厚さで堆積している近代以降の造成土の掘削を
機械によって行った。明治層以下については人力による掘削とし、発掘調査は造成土の除去がほぼ終了した5月
21日から開始することになった。ただし、この時点では発掘調査対象範囲内のうち北側1／3については馬場とし
ての使用が継続されていたため、その範囲を残した状態で、調査区の南側から発掘調査を進めることとなった。
　南側の調査区では、試掘調査のデータを踏まえながら、近世・近代～古代層までのそれぞれの面で耕作関連遺
構の調査を行った。造成土直下において確認した2層（明治）上面では南北方向に延びる多数の畝を検出した。
その際、明治層上面の調査と併行して近代以降の撹乱の除去も行っている。なお、2層以下の3～13層上面まで
の堆積層のうち、土層断面の観察において、遺構が確認されず、砂質を強く帯びていた土層については洪水砂層
と判断し、遺構検出は5（近世）・6（中世）・8b（古代）・10（古墳後期）・13（弥生前期）層上面で行うことと
し、水田畦畔検出のために、水田面と判断される面から数cm上部でとどめ、以下を精査することで畦畔の検出
に努めた。5層（近世）上面では南北方向の鋤溝と、柵列と考えられるピット列を検出した。6層（中世）上面
では南北方向の浅い溝、多数の鋤溝を検出した。8b層（古代）上面ではほぼ正方位の畦畔を確認した。
　当初、北側に残していた北側の範囲についても、8b層上面の遺構検出を行っていた7月24日から機械による
近代以降の造成土の除去を行い、30日から発掘調査を開始した。また、調査開始後の6月に、校舎建物の東側を
拡張し、西に共同溝を設置するように変更が加えられていたが、この東側拡張部についても7月26日から土取り
を開始し、30日から発掘調査を実施した。これら北側・東側の調査区のうち、東側拡張区については面積も小さ
く、隣i接する先行調査において8b層までは遺構が非常に希薄であったため、8a層上面までを機械で掘削するこ
ととした。また、これらの調査区ではそれぞれの進行状況を勘案し、13層上面で全体の進行を合わせることとし
た。13層は黒褐色の色調を呈し、土層の境界を認識しやすいことと、上面で弥生時代前期の水田畦畔を確認でき
る可能性があり、全面で遺構検出をする必要があると判断したためである。
　8月からは10層（古墳後期）上面で遺構検出を行った。一部で溝群を確認することができたが、埋土の土色や
土質が周囲の包含層と近似しており、その多くについて遺構としての認定が困難であったため、下層の13層（弥
生前期）上面まで掘削して遺構を確認することとした。13層上面では北西一南東方向の平行する溝群、北東一南
西方向、東西方向の溝群、柱穴列、水田畦畔を検出した。この間に、北側調査区と東側拡張区では近世～古代の
堆積層の調査を進めた結果、本体部分全体の調査は、13層上面の調査を終える9月中旬の段階でほぼ揃うことと
なった。
　ところで、13層上面までの調査を行った9月中旬までに、調査区の周囲や横断面、縦断面の土層観察用の側溝
は、縄文時代後期層である14層まで掘削が達していた。その掘削の過程で大形の縄文土器片を含む後期の遺物が
集中して検出されることが調査区の北半を中心に増加し、また、断面の精査が進行するに伴って、遺構とみられ
る落ち込みを多数確認することとなった。このような状況から縄文時代後期の遺構・遺物が予想以上に良好に遺
存していることが明らかとなった。
　9月下旬からは13層の掘削を開始したが、特に北側調査区に堆積した13層中には縄文時代後期の遺物が大量に
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包含されていた。一一方、調査区の南半から東
半にかけての黒色土には縄文後期の遺物はほ
とんど含まれていない上、上面では畦畔が検
出されており、従来から弥生時代早期～前期
の土層であるとの認識にある「黒色土」と同
様の状況を示していた。そのため、調査区の
北側と南側の黒色土は同一の時期に形成され
た土層ではなく、北側の土層は縄文時代後期
に属するとの見方を強めることとなった。
　13層の掘削が終了した範囲から、14層上面
での遺構検出を順次行い、10月上旬には住居
趾状遺構や、数基の大型土坑、北東から南西
方向の溝、さらに炉跡をともなう住居趾を検
出し、そのほか調査区のほぼ全域で多数のピ
ットや土坑を確認した。これらの遺構の中に
は複雑に切り合っている部分が多数認められ
たことから、平面形の確定が大変困難であっ
た。そのため、一部の範囲においては下層で
の検出によって、より正確な遺構の確定を求
めることとした。14層以下の調査面について
は、14層と土質的にはほとんど差がなかった
15層上面において土坑を確認していたため、
11月中旬からは14層の掘削と同層上面での調
査に入り、上面において14層から残された遺
構を含む、多数の土坑やピット、焼土遺構を
検出した。同層上面での調査が終了した12月
中旬からは、遺構密度が比較的高く基盤層
（16層）に汚れが依然として残る地区に関し
てさらに掘り下げ、16層上面での最終的な確
認によって、数基の土坑を検出し調査を行っ
た。
　共同溝部分については、11月25日から調査
を開始した。開始にあたっては、東側拡張部
と同様の判断から、13層からの調査を行い、
12月上旬に終了した。
　最後に、調査区全体に約2m四方のトレン
チを9ヶ所に入れて、基盤層下部の状況を確
16層まで掘削
．］6層以下　b3迎
深掘り地点
1・34・｜・a2・1・3・・
104。ol。a8r
　　　　　　コ［＝＝］　　　　　　1」
1　　1
L＿＿＿＿＿＿＿＿一」
　〈共同溝部分＞1
麹
■
〈北側調査区〉 AW－4
一lO2－80102－6
←　｛■一ワ　‥　　■←一一～ら ～　　　　　　　一
■
「1彙
■ ・　側
拡
1　張o辱
尊 ｝　　　　　■
（縮尺1／1，000）
Ay些6
A過8
現地説明会
芦駐込x°・解
三甦
　　　　　縄文土・器検出作業
図3　調査区と調査風景（第17次調査）
認し、発掘調査を終了した。また、「黒色土」（13層）の性格を考える上で、花粉および植物珪酸体の包含状況を
探るために土壌のサンプリングを行い、全ての作業を終了した。
　なお、1996年11月16日に現地説明会を行い、200名を超える参加者があった。
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第2節　第22次調査の経過
1。調査に至る経緯
　環境理工学部棟の新営工事は1997年度に1期工事分が着工され、竣工間近になった1998年度にH期工事の計画
が具体化した。新営予定地は1期工事の北側隣i接地である。1期工事に際して実施した第17次調査の成果では縄
文時代後期の遺構・遺物が密度高く遺存していたことがわかっており、同様の状況が北側にも拡がるものと考え
られた。また第6・9次調査の成果から、今回の調査地点内に縄文後期の河道の存在が予測された。そのため
1998年6月に試掘調査を実施して調査深度等の把握に努めた。その結果調査区の北側には河道が位置する可能性
が高く、南側は微高地部分にあたるものと予測された。また東西方向の古代溝の存在も確実視された。
　これらの認識に基づき、1999年3月1日から6ケ月間の予定で発掘調査を実施することとなった。発掘調査面
積は773．5㎡で、2～4月は調査員1名、5～7月は調査員4名が担当した。
2。調査体制
調査主体
調査担当
調査研究員
管理委員会
【委員】
学　　　長
　　ク
副　学　長
　　ク
文学部長
　　ク
教育学部長
　　ク
法学部長
　　〃
経済学部長
　　ク
理学部長
　　ク
岡山大学
　ク
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
　　　　　　　　ク
ク
ク
〃
ク
小坂二度見　1999年6月13日まで
河野伊一郎　1999年6月14日より
松畑　煕一　1999年6月13日まで
佐藤　公行　1999年6月14日より
成田　常雄　1998年度
稲田　孝司　1999年度
松畑　煕一　1998年度
森川　　直　1999年度
植松　秀雄　1998年度
石島　　弘　1999年度
坂本　忠次　1998年度
建部　和弘　1999年度
佐藤　公行　1998年度
山嵜比登志　1999年度
学　　　長
　　ク
センター長
助　　　手
助　　　手
助　　　手
助　　　手
助　　　手
技術補佐員
小坂二度見　1999年6月13日まで
河野伊一郎　1999年6月14日より
稲田　孝司
岩崎　志保（主任）1999年5月より
野崎　貴博　1999年4月まで
山本　悦世　1999年6月1日より助教授
　　　　　　1999年5月より
横田　美香　1999年5月より
喜田　　敏　1999年5月より
福井　　優　1999年5月より
医学部長
　　ク
歯学部長
薬学部長
　　ク
工学部長
　　ク
環境理工学部長
　　　ク
農学部長
　　ク
文化科学研究科長
　　　〃
自然科学研究科長
産賀　敏彦
難波　正義
松村　智弘
篠田　純男
原山　　尚
中島　利勝
大崎　紘一
河野伊一郎
阪田　憲次
内田　仙二
稲葉　昭次
岩間　一雄
工藤進思郎
岩見　基弘
1998年度
1999年度
1998年度
1999年度
1998年度
1999年度
1998年度
1999年度
1998年度
1999年度
1998年度
1999年度
1998年度
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自然科学研究科長
資源生物研究科学研究所長
　　　　　〃
附属図書館長
　　ク
医学部附属病院長
　　　ク
歯学部附属病院長
【幹事】
事務局庶務部長
事務局総務部長
事務局経理部長
運営委員会
【委員】
中島　利勝　1999年度
青山　　勲　1998年度
本吉　総男　1999年度
神立　春樹　1998年度
岩見　基弘　1999年度
大森　弘之　1998年度
荒田　次郎　1999年度
村山　洋二　1998年度
厚谷　彰雄　1998年度
山崎　洋輔　1999年度
黄揚川秀了　1998年度
埋蔵文化財調査研究センター長　稲田　孝司
文学部教授
　　ク
理学部教授
経済学部教授
狩野　　久
倉地　克直
柴田　次夫
建部　和弘
1998年度
1999年度
1998年度
歯学部附属病院長
固体地球研究センター長
　　　　　〃
医療技術短期大学部長
　　　　ク
学生部長
事務局長
埋蔵文化財調査研究センター長
事務局経理部長
事務局施設部長
医学部教授
農学部教授（調査研究専門委員）
環境理工学部教授
施設部長
埋蔵文化財調査研究センター調査研究室長
佐藤　隆志　1999年度
久城　育夫　1998年度
河野　長1999年度
遠藤　　浩　1998年度
太田　武夫　1999年度
松畑　煕一・1998年度
諸橋　輝雄
稲田　孝司
菊地　俊彦　1999年度
遠藤　久男
村上　宅郎
千葉　喬三
名合　宏之　1999年度
遠藤　久男
新納　　泉
3．調査の経過
　1999年2月19日より造成土除去作業を開始した。隣i接地
点（津島岡大遺跡第9・17次調査）の調査で状況が判明して
いることから、造成土及び近代層については重機で掘削し
た。
　発掘調査は同年3月1日より近世層（3～5層）の調査
から開始した。3月24日までに3層上面遺構の調査を終え、
3月末までに5層上面遺構の調査を終了した。
　年度がかわり、4月2日からは中世の調査へと進んだ。中
世の遺構（畦畔・溝・耕作痕）の調査を5月上旬までに終
了し、5月半ばから調査体制を増強して、古代の調査に入っ
た。古代では東西方向の大溝と水田畦畔を確認した。古代
隆タ
谷部調査風景（北より）
の調査は6月2日に終了し・古代層を除去した後・1・層で蕪繋
は古麟代の溝・畦畔を確認した・ついで11層で古麟代鎌N
の溝、12層で弥生時代の畦畔を検出した。調査区の北側で
は弥生時代前期以降、谷部を埋めていく土層が堆積してお
り、これを順に除去していった。
　一方調査区の南側では6月下旬から黒色土（13層）上面
の調査に入った。調査区南側は、第17次調査地点と接してお　　　　　　　　小学生の見学風景
り、第17次調査では縄文時代後期の遺物を大量に包含した13　　　　　図4　調査風景（第22次調査）
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層の堆積が確認されていたことから、本調査においても、13層の時期・内容の把握に特に注意して、調査を進め
ていった。その結果、第17次調査地点で認められたような遺物を多量に包含する状況は認められず、通常のいわ
ゆる「黒色土」層と同様の堆積状況であり、その時期は弥生時代早期～前期であると判断された。そのため第17
次調査地点の13層については再考する必要が高まったと言える。
　6月下旬からは13層と谷部の最下層を埋める土層の除去に入り、16層上面で土坑・ピットを検出した。遺構の
調査終了後、基盤層を確認するために調査区の西壁沿いにトレンチを設定し掘り下げた。その結果16層以下が無
遺物層であり、16層を基盤層であると判断した。また17層以下の土層堆積状況の確認も併せて行った。7月6日
に写真撮影を終え、7月12日に調査を終了した。調査終了後、7月16日に各時期の土層について分析試料のサン
プリング採取を行った。
第3節　報告書作成にあたって
　第17次調査と第22次調査の発掘調査報告書の作成にあたっては、当初、発掘を実施した年度が異なっているこ
とから、隣接地点ではあるものの個々の地点毎に個別に報告することとして整理作業を開始した。しかし、その
後、報告書刊行が近接した時期となることとなり、工事主体は同一事業でもあることを鑑みて、微高地部分が大
半である第17次調査地点と、谷部にかかる第22次調査地点とを併せて記述することにより、本調査地点の様相を
より理解しやすいものと考え、2地点をまとめて報告することとした。
　本書の記載の中では、土層番号・遺構番号は統一して付している。遺構・遺物の検出地点についてはそれぞれ
の調査次を明記し、図面・観察表中でも読み取れるようにしている。
第4節　調査の概要
①縄文時代（図5①）
　調査区のほぼ中央に微高地がひろがり、第17次調査地点の5・6区（AW－3～5ライン間）が最も地形的に
高い。この地点を頂部として周縁は北側及び南側に向けて緩やかに傾斜している。
　縄文時代の遺構iは14層・15層・16層上面で検出したものである。大半が第17次調査地点にあたる微高地上では、
竪穴住居状遺構2棟、土坑・ピット805基、溝2条、焼土遺構8カ所を検出している。
　第22次調査地点にあたる調査区の北側は谷状地形へと続く傾斜面をなしていたものと考えられるが、弥生時代
以降の河道等によって大きく削平されているため、詳細は不明である。しかし周辺の調査成果等から考えると、
本調査地点よりもさらに北側に縄文時代の河道が存在する可能性は高い。
②弥生時代～古墳時代（図5②）
　弥生時代の遺構は、主に12層・13層の上面で検出したものである。第17次調査地点の北半から第22次調査地点
の南側にあたる微高地上では、弥生時代前期の畦畔2面・溝2条、前期～後期と考えられる溝10条、後期の溝i1
条を検出している。調査区の南半を除いては13層の直上には古墳時代層が堆積しており、このことから13層上面
は削平を受けていることがわかる。
　一方、第22次調査地点の北側を占める谷部は、前期から徐々に堆積が進み、前期末に小規模な河道が出現する。
中期前半には河道に沿う形で溝が掘削され、水路として利用されたことがうかがえる。その後中期末までにさら
に堆積が進み、後期には谷地形は解消している。
　古墳時代の遺構は調査区南半（第17次調査地点）では弥生時代遺構と同様、13層上面で検出した。溝i2条と柱
穴列がある。北側（第22次調査地点）では10b層・11層で、溝i　3条、畦畔を検出している。
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③古代（図5②）
　古代の遺構は8層・9層の上面で検出した畦畔2面、溝3条である。畦畔は8b層・9b層で確認した。そのう
ち8b層上面の畦畔は比較的残りが良く、第17次調査地点のほぼ全域で検出した。第22次調査地点では弥生時代
前期の谷部上に東西方向の大溝を検出している。この溝は他調査地点でも確認されている条里に関係する溝であ
る。本溝からは多量の土器・石器・木製品が出土している。
④中世～近世（図5②）
　古代以降、調査区の北側に主要な用水路となる溝が東西方向に走行し、その南北に耕作地がひろがるといった
土地利用形態が各時期において確認されている。溝の位置は大まかにはほぼ同様の地点を走行しているが、溝の
形態・規格は、中世から近世の間に変容していることが窺え、中世後半に大規模な区画整理が行われているとい
う、他調査地点の成果とも合致する。
　中世では古代の大溝iに重複する形で溝12条・水口2カ所、耕作痕を検出している。近世では溝i1条・土坑10
基・柱穴列と耕作痕を検出している。近代では、ほぼ近世に踏襲する形で、溝1条を検出した。
表2　検出遺構一覧
a．竪穴住居状遺構
番　号 時　期 平面形 規模（cm） 深さ（cm） 床面高（m） 柱　穴 炉 検出高（m）
1 縄文後期 楕円 630×450 40 2．55～2．6 4本？ 有（1ケ所） 2．85～3．0
2 縄文後期 円 300×300 15 2．55 4本 無 2．7
b．土坑
番号 時　期 平面形 長辺（cm） 短辺（cm） 深さ（cm） 底面高（m） 断面形 検出高（m）
1 縄文時代後期 隅丸長方形 600 350 20 2．6 皿形 2．9
2 縄文時代後期 隅丸長方形 100 250 18 2．7 皿形 2．98
3 縄文時代中期末 楕円 360 （188） 60 13 皿形 2．4
4 縄文時代中期末 楕円 230 （200） 50 2．35 皿形 2．65
5 縄文時代後期 楕円 270 220 65 2．05 u字形 2．7
6 縄文時代後期 不整楕円 430 240 60 2．24 u字形 2．84
7 縄文時代後期 不整楕円 160 150 60 2．25 u字形 2．9
8 縄文時代後期 楕円 200 180 30 2．57 u字形 286
9 縄文時代後期 楕円 260 230 50 2．13 u字形 264
10 縄文時代後期 円 138 79 35 2．3 u字形 2．69
11 縄文時代後期 円 95 95 15 2．75 皿形 2．9
12 縄文時代後期 円 80 80 10 2．5 皿形 2．66
191 弥生時代早期 長楕円 215 （205） 45 1．77 逆台形 2．2
192 近世 円 163 155 83 2．68 逆台形 3．55
193 近世 円 135 120 78 2．92 逆台形 3．75
194 近世 隅丸方形 192 158 40 3．0 逆台形 34
195 近世 円 170 （140） 80 2．95 逆台形 3．7
196 近世 円 126 113 15 2．85 u字形 3．0
197 近世 円 135 135 82 2．9 逆台形 3．7
198 近世 長方形 165 117 30 3．05 逆台形 3．35
199 近世 円 195 190 80 2．85 逆台形 3．55
200 近世 円 180 165 80 2．7 逆台形 3．5
201 近世 隅丸長方形 226 95 50 2．65 逆台形 3．3
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c．溝i
番　号 時　期 幅（cm） 深さ（cm） 底面高（m） 断面形 検出高（m）
1 縄文後期 40～100 18～26 2．92～252u字形 2．75～3．03
2 縄文後期 110～540 30 245～2．25皿形 2．58～2．68
3 弥生時代前期 30～50 10 2．7～3．05 逆台形～皿形 3．0～3ユ5
4 弥生時代前期 50～65 40 2．55～2．7 逆台形 3．0～3ユ2
5 弥生時代前～後期 （200） 35 27 皿形 3．05
6 弥生時代前～後期 （60） 25 2．8 u字形 3．05
7 弥生時代前～後期 70～140 35 2！7 u形 3．05
8 弥生時代前～後期 110 35 2．7 皿形 3．05
9 弥生時代前～後期 80 30 2．75 皿形 3．05
10 弥生時代前～後期 40～120 17～23 297～3．0皿形 3．18～3．2
11 弥生時代前～後期 60 10 3ユ 皿形 3ユ8
12 弥生時代前～後期 60 10 3．06～3．12丸底 3．12～3．17
13 弥生時代前～後期 60 7～15 298～3．04丸底 3．04～3．08
14 弥生時代前～後期 120～160 18 282～2．91丸底 29～2．96
15 弥生時代中期 230 55 1．68～2．36皿形～逆台形 22～2．5
16 古墳時代前期 60～200 10～25 2．8～3．07 u字形 2．9～3．1
17 古墳時代後期 90～110 10 3．0 u字形 3．1
18 古墳時代後期 200 40 2．8～2．9 U字形～皿形 3．1～3．3
19 古墳時代後期 （650） 10 2．8 皿形 2．9
20 古墳時代後期 280～350 15 2．75～23皿形 2．9
21 古代 700～1020 50 2．5 u字形 3．2～34
22 古代 （350） （50） 2B～2．9 u字形 3ユ～3．2
23 古代 30～420 9～19 2．8～3ユ 皿形 3．2
24 中世 280～400 45 2．9～3．05 u字形 3．2～3．4
25 中世 80～100 35～40 3．1 逆台形 3．4～3。5
26 近世 （60） 30 3．35 逆台形 34
27 近代 70～100 20～30 34 逆台形 3．75～3．8
d．焼土遺構
番　号 時　期 比熱範囲・焼土分布範囲（cm） 焼土厚（cm） 備　考 検出高（m）
1 縄文後期 95×75 15 浅い皿状 2．5
2 縄文後期 20×30 5 一 2．7
3 縄文後期 80×80 7 一 2．55
4 縄文後期 40×50 2 一 2．6
5 縄文後期 50×80 18 一 2．6
6 縄文後期 20×20 15 一 2．7
7 縄文後期 20×30 5 一 2．65
8 縄文後期 20×20 5 一 2．65
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第3章調査の記録
第1節　調査地点の位置と区割り
1。調査地点の位置
　本調査地点は、津島岡大遺跡の北東部に位置する（図6）。津島地区構内に設定した構内座標ではAV・
AWO2～AWO4区にあたる。東側に大学院ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー、南側に教育学部、西側に工学
部の敷地が広がり、北側は現在馬場として利用されている。周辺ではこれまでに第3・6・7・9・15次調査が実
施され、特に東側の第3・15次調査地点及び西側の第6・9次調査地点では縄文時代後期の貯蔵穴群を中心とし
た集落縁辺の状況や、古代の条里に関わる溝等を確認している。こういったことから調査前には、縄文時代及び
古代を中心とした遺構・遺物の存在が予測された。調査終了後には、特に第17次調査地点を中心に縄文時代後期
の集落が質量ともに際だって展開していたことを受け、1999年9月に津島地区東北隅地域の約17000㎡の範囲に
ついて、遺跡保護区を設けることが決定した。
2。調査地点の区割り
調査にあたっては、50m区画の構内座標内をさらに5mの小区画に細分した区割り（図7）を使用している。
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図6　調査地点位置図（縮尺1／3，000）
17
調査の記録
1・3－6・ ｝・3－4・ ［3－2° 13－°° 12－8°
第22次調査地点
AW－8
第17次
調査地点
　　　〈　＞17次調査の区割り呼称
　　　（）22次調査の区割り呼称　　　　　図7　調査地点区割り図（縮尺1／600）
例えば東西方向の00線とOl線間では00－10ラインから00－90ライン、南北方向のAV線とAW線との問では
AV－1ラインからAV－9ラインを設定することで、それぞれを10分割する。こうして設定した5m四方の小グ
¶レッドはそれぞれ北東角で交差する2線の名称を組み合わせて、AVOO－00、　AVOO－10……と呼称する。この
区割りでは、本調査地点は北東角AVO2－69区から、南西角AWO3－97区までの範囲にあたる。
　調査の際には、調査範囲や効率のよいまとまりを勘案して、便宜的に第17次調査地点においては1～7区、第
22次調査地点においては1～4区の計11ブロックにまとめて、遺物の取り上げ等に対応した。その詳細は図7に
示した通りである。
第2節　層序と地形
1。層序
　南北方向の土層観察に際しては、調査区の中央を裁ち割る形で、第17次調査地点では1・3・5区と2・4・6区
との間、03－20ラインの東約2m付近に、また第22次調査地点では2・3区間、03－20ラインの東約1mのとこ
ろに土手を設定した（図8aai断面）。調査区西壁も併せて掲載している（同bbl・ccl断面）。東西方向の土層につ
いては第17次調査地点では調査区の南壁（図9eel・ffl断面）、第22次調査地点では北壁（同ddl断面）を掲載し
て、説明を行う。
　また調査区の中心が微高地上にあたり、ここから北西方向と、南東方向とに向かって傾斜する地形を示すため
に土層柱状図を掲載している（図9）。
【表土】現地表は標高5．1m前後である。1層は1907～1908年にかけて旧陸軍により行われた屯営地建設の際の造
成土である。
18
層序と地形
【近代層】2層は近代の耕作土で淡青灰色～淡緑灰色の砂質土である。第17次調査地点では主に鉄分やマンガン
の沈着により近代層を2a～2c層の3枚に細分した。2層上面では近代の畝を確認している。
【近世層】3～5層は近世の耕作土である。淡黄灰色系の砂質土で、上面の標高は3．65～3．9mである。3～5層は
ほぼ水平堆積であり、鉄分・マンガンの沈着が帯状に認められる。
　3層は淡黄灰色砂質土で、上面の標高は3．6～3．85mである。3層上面で土坑・溝・耕作痕を検出した。4層は
暗灰褐色砂質土である。上面の標高は3．55～3Bmである。5層は淡黄褐色砂質土である。上面の標高は3．4～3．7m
である。5層上面で耕作痕・集石遺構を検出した。
【中世層16・7層は中世層である。調査区全域にほぼ水平に堆積している。7層は第22次調査地点においては古
代の溝の上位にあたる部分で厚く堆積しており、さらに7a・7b層の2枚に細分できるところがある。
　6層は淡緑灰色～灰褐色砂質土で、上面の標高は3．35～3．65mである。7層は淡青灰色～灰褐色粘質土が主体
で、上面標高は3．4～3．55mである。7a層は灰褐色砂質土であり、洪水砂と考えている。7b層は灰褐色土層で、
若干粘性を帯びる。耕作土層と考えられる。
【古代層】8・9層は古代層である。8層は調査区の全体で堆積が認められる。9層は第22次調査地点では全域に
広がり、第17次調査地点では、その大半を8層に削平されている。8層上面の標高は3．25～3．5m、9層上面の標
高3．15～34mである。全体としてほぼ水平の堆積であるが、北に向かうにつれ、徐々に北へ傾斜している。
　8・9層はそれぞれ洪水砂と耕作土としてa・bの2層に細分できる。8a層は淡燈褐色砂質土で洪水砂と考え
られる。8b層は淡青灰色粘質土で耕作土である。9a層は淡黄褐色砂であるが、その堆積は調査区の北西部に限
られる。9b層は暗緑灰色粘質土で、耕作土である。8b・9b層上面でそれぞれ畦畔・溝を検出している。
【古墳時代層】10・11層は古墳時代層である。10層は古墳時代後期層であり、耕作土である。上面の標高は2．9m
である。第22次調査地点では10a～10c層に細分することができた。10a層は灰色砂質土層である。10b層を覆う
洪水砂と考えている。10b層は明灰褐色～暗灰色を呈する粘質土層である。主に土質から耕作土にあたるものと
考えている。南の微高地部分では柱穴列を、また調査区の北側では後世の溝による破壊を免れている僅かな範囲
ではあるが、畦畔の一部と溝2条を検出した。10c層は暗灰色砂質土層である。調査区の北側、第22次調査地点
全体に堆積する。
　ll層は古墳時代初頭の土層である。灰褐色を呈する粘質土であり、上面の標高3．15mである。第17次調査地点
ではほぼ全域、第22次調査地点では4区の南側の一部でのみ分布を確認した。
【弥生時代層】12～13層は弥生時代の包含層である。12層は黄灰色を呈する土層で、弥生時代前期層と考えてい
る。上面のレベルは標高2．8～3．15mである。第17次調査地点と第22次調査地点4区の南側一部に堆積する。これ
より以北では古墳時代層により削平されている。微高地部分では砂質が強く、北側に向かうに連れ粘性を増す。
第22次調査地点4区では、この層の上面で畦畔を検出した。
　13層は黒褐色～暗褐色を呈する粘質土層で、津島岡大遺跡一帯で認められる、いわゆる「黒色土層」にあたる。
弥生時代早期～前期の間に形成されたものと考えられる。上面の標高は2．6～3．2mである。第17次調査地点のほ
ぼ全域で堆積が認められるが、第22次調査地点のAW－0ライン以北では、弥生時代前期以降の河道や古代の溝i
により削平されている。微高地上では薄く、調査区南東側ではやや厚く堆積する。本層上面では溝10条、畦畔を
検出した。微高地上にあたる第17次調査地点5・6区では上面を削平されていることもあり、畦畔の検出はでき
なかった。またこの地点の13層からは縄文後期の遺物を大量に検出した。この遺物の包含状況と、後述する14層
での遺構検出状況を考え合わせると、本調査地点の13層は何らかの理由により「動かされた」土層であり、その
時期は谷部の堆積時期を参考にすると、弥生時代前期末と考えられる。
【縄文時代層】14・15層は縄文時代後期の土層である。いずれも時期は縄文時代後期前葉と考えられる。14層は
淡黄褐色砂質土層である。上面の標高は3．Omである。微高地部分を形成する土層であり、第17次調査地点では
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調査の記録
多量の遺物を検出した。　　　　授　　　　　　　　．襯，、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図10土層断面左1”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右：
1懸蟻1嚢轟灘藏蕪i
顯灘羅　・竪　　翼　　　こ蜷W　・．　　　一　・谷羅
’　オ　　司　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　叉　S　　w　’
　　　　　　　　　　　　ス
襲・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷‖
戴離難薦驚蕪1撫議譲慧
文時代後期前葉と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　第17次調査6区北壁（南より）
　　第22次調査2区北壁（南より）調査区全域に堆積が認められ
る。本層上面では第17次調査地点において多数の土坑・ピットのほか、焼土遺構8基を検出している。
　16a層は明茶褐砂質土層で微高地部に堆積する。上面の標高は2．5～2．7mである。北に向かうにつれて粘性を
帯び、谷部では16b層にあたる暗青灰色粘質土層となる。後世の削平もあり、上面の標高は2．0～2．7mの幅を有
す。16層上面では土坑を検出しているほか、縄文時代中期末～後期の土器を僅かではあるが出土している。調査
時には、こうした遺構・遺物の少なさから、無遺物の基盤層と判断されていたが、その後の整理によって、縄文
時代の土層と評価している。
【基盤層】17a層は基盤層と考えられる。17a層は明褐色砂質土、17b層は暗緑灰色粘質土層で、いずれも無遺物
層である。
2．地形
【縄文時代】調査区のほぼ中央、AW－3～6ライン間が、14層上面での標高3．Omの微高地であり、すなわち第17
次調査地点を中心とした一帯が集落を営むのに適していたと考えられ、遺構・遺物とも密度が高く検出された。
ここより北側の第22次調査地点では北西角で標高2．Omと、北西方向へと傾斜する谷地形の状況を呈しているが、
後世（弥生時代前期以降）の破壊により詳細は不明である。ただ従来の調査成果と周辺の地形とを考え併せると
縄文時代後期の河道本体は、本調査地点よりも北側を流れている可能性が高い。一方微高地の南側では調査区南
端で標高2．9mと僅かに南へ傾斜するが、周辺の調査等から、南側にも微高地がひろがることがわかっている。
【弥生～古墳時代】調査区の中央部に微高地が広がり、その北側には北西方向に下がる谷部と、南東方向側には
若干傾斜する地形が続いている。微高地と谷部との比高差は弥生時代前期には1．Om程であるが、弥生時代後期
段階には0．2mと浅くなり、古墳時代層が堆積する段階には全域がほぼ平坦化する。
【古代以降】古墳時代初頭までにほぼ平坦化した地形を呈し、以後基本的に近代まで同様の地形が継続する。古
墳時代・古代の土層はいずれも灰色系を呈する粘質土（耕作土）を、洪水砂が覆うという状況が看取された。中
世の土層も古代と近似する灰色系の粘質土（耕作土）を呈するが、近世の土層は砂質土が主体となり、その違い
には農法等の点を考える必要があろう。また、土地利用についてみると、調査区の南側（主として第17次調査地
点）に耕地、北側（第22次調査地点）のAW－1ライン～2ライン間を主軸とする一帯に主要な用水路となる溝
が掘削されるという形態が古代以降続くこととなる。
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第3節　縄文時代の遺構・遺物
　縄文時代の遺構は調査区の南約2／3に広がる微高地部分で、その大半を検出した（図11・12）。遺構の種類は、
竪穴住居状遺構・土坑・ピット・溝・焼土遺構である。北側約1／4にあたる谷部では、弥生時代前期以降の河道
等によって大きく削平されていることもあり、縄文時代の遺構iの検出はできなかった。遺構の密度は調査地点の
ほぼ中央部分にあたる第17次調査地点の4・5・6区に最も高く、周縁に向けては次第に希薄となるというように
場所によって違いがあり、当時の土地利用形態を考えるうえで重要な点の1つである。地形をみてみると、遺構
密度の高い部分、すなわち構内座標でいうとAW－3ライン～AW－6ラインの間が、14層上面の標高3．Om前後
と本調査地点の中で最も高い部分に当たっている。この地点から北側に向けては緩やかに傾斜していくが、第22
次調査地点にあたる部分のほぼ全域が弥生時代前期以降の河道や溝によって削平されており、標高差は不明であ
る。一方南に向けては、僅かに傾斜しており、調査区南端での14層上面のレベルは標高2．8mで、最高地点との
比高差は20cm程である。
　遺構i・遺物の検出層位は14層上面、15層上面、16層上面の大きく3つに分けられる。縄文時代の遺構として、
竪穴住居状遺構2棟、土坑190基、ピット615基、溝2条、焼土遺構i8基を検出した。検出面でみると、14層上面
で検出した遺構は竪穴住居状遺構12棟、土坑112基、ピット363基、溝2条である。15層上面で検出した遺構は土
坑59基、ピット235基、焼土遺構8基である。16層上面で検出した遺構は土坑19基、ピット17基である。
　また出土遺物に関しては、14～16層に包含されている遺物のほか、弥生時代に形成されたと考えられる13層中
にも大量の縄文時代の遺物が含まれており、これらについてもここで記述する。遺物の総量はコンテナ（1箱約
28リットル）にして土器60箱、石器10箱と大量であった。
　各層の時期については、16層が縄文時代中期末～後期初頭、14・15層が福田Kn式土器の時期を主体とする縄
文時代後期前葉と考えているが、15・14層については明確に分けられるといった出土状況ではない。16層から14
層にかけて継続的にかつ漸移的に形成されていったものと理解される。
　本調査地点で確認された遺構・遺物の内容は、津島岡大遺跡の中でも際だって密度の高いものである。遺構の
点から本調査地点を概観すると、16層の時期、すなわち中期末頃から人為的な活動の痕跡が窺える。後期前葉と
考えられる15層は土質の点では14層と区別しにくく、検出した遺構には14層からの遺構を含んでもいるが、上面
で焼土遺構が認められることから同面が生活面であると判断した。居住域として最も盛んに利用されたのは14層
の時期である。後期前葉と考えられる14層上面の遺構の状況からは、検出時の標高3．Om前後の微高地上に、竪
穴住居状遺構1～2棟と、その周辺に大型の土坑数基、微高地の南縁に溝という、他には見られない特徴を示す
集落の存在が窺える。こういった遺構の特徴と、大量の出土遺物から、この地点が縄文時代後期前葉の中心的な
居住域であったと考えられる。
　多数の土坑・ピットについては断面・平面の観察から非常に重複した状況が認められる。特に14・15層上面で
は顕著である。これらの土坑・ピットは、それぞれのベースとなる土層に非常に近似する埋土を持ち、また遺構
ごとの埋土の差も少なく、平面の輪郭や深さを正確にとらえることが極めて困難であった。
　土坑・ピットとして記録した落ち込みの中には、遺構の形状や包含遺物を確実に検出したものもある（土坑3
～9）が、その他については、堆積土のわずかな色調の違いや粒度の差異、遺物のまとまり等を手がかりにして、
とりあえず土坑ないしピットとして記録し、遺物をとりあげた。従ってこれらについては、遺構の可能性がある
ものの確実さに欠ける面を残している。
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調査の記録
a．竪穴住居状遺構
竪穴住居状遺構1（図13～17　図版8・10・18・25）
　AWO3－05・06・15・16区で検出した。検出面は14層上面で、検出レベルは標高2．85～3．Omである。平面形は
東西に長い長楕円形を呈し、東西6．3m、南北4．5mである。検出面からの深さ35～40cmである。壁高等を考慮す
ると、上面は削平を受けていると考えられる。底面のレベルは標高2．55～2．6mで床面にあたる。壁面の立ち上が
りは比較的明瞭である。底面ではピット9基を検出した。ピットは径20cm、深さ20cm前後の小規模なものと、径
30～40cm、深さ40cm前後のものとに分かれる。このうちP1～P6は位置関係から柱穴と判断した。埋土はいずれ
も暗灰褐色砂質土である。間隔を考慮するとP2・3・5・6で構成される4本柱の可能性が高い。　P1・P4も対で
あり、他の4基と底面レベルが近く、これらも柱穴として機能したと考えられるが、6本柱とするには間隔が均
等でない点で問題がある。建て替え、あるいは拡張した際のものの可能性があろう。P7については規模・深さ
は他の6基と同等であるが、対になるものが確認されていないことから、現状では柱穴としての機能は想定でき
ない。また、ひとまわり小さい規模のP8・P9の2基は対になっており、入り口を示す柱穴とも考えられる。
　本遺構内では炉趾と考えられる焼土の集中する面を二ヵ所で検出した。これらは炉として少なくとも3回の使
用が想定され、以下に炉趾1～3として記述する。
　炉趾1は本遺構のほぼ中央で検出した。一辺0．4mのいびつな方形を呈する焼土面である。上面は標高2．7mで、
葺㌘聡鱗鑓薫
　シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶエヘウぶ　　ツうフぷピ蜜灘滴）㌻煮こ：：i三ジ耀ξ璽
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図13　竪穴住居状遺構1
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aa‖・bb’・cc’断面
1．暗黒色粘質土
2．暗黒褐色粘質土
3。黒褐色粘質土
4。暗灰褐色土
5．暗灰褐色砂質土
6．暗褐色砂質土
7。暗褐色土
8．明灰褐色粘質土
9．暗灰褐色砂質土
10．暗褐色土
11．暗褐色砂質土
12。暗褐色土
13。暗褐色粘質土
14．暗褐色砂質土
15．暗褐色砂質土
16。暗灰褐色砂質土
17。暗灰褐色砂質土
18。暗褐色土
19．暗褐色砂質土
20。暗褐色砂質土
21．暗褐色砂質土
ddl断面
1．暗褐色砂質土
2．灰茶褐色砂質土（炭化物多）
3．暗黒褐色土
4。暗褐色砂質土
5．灰茶褐色砂質土（焼土多）
6．暗灰茶褐色砂質土（炭化物多）
7。暗灰褐色砂質土
8．暗褐色砂質土（炭化物多）
9。暗褐色砂質土
10．暗灰褐色砂質土（焼土多）
11．暗灰褐色土 e
ee‘断面　炉趾1～3
1．暗褐色砂質土（焼土少）
2．暗褐色砂質土（焼土多）
3．暗赤褐色土（焼土特に多い）
4。暗赤褐色粘質土
5．暗褐色砂質土（焼土少）
6．暗褐色砂質土（焼土多）
7。暗褐色砂質土（焼土少）
8．暗赤褐色砂質土（焼土特に多い）
9。暗青灰色粘質土（炭化物少）
10．暗褐色砂質土（焼土少）
ll．暗赤褐色砂質土（炭化物少）
12。暗赤褐色土
13．暗褐色砂質土（焼土多）
14。暗灰色粘質土（炭化物少）
15。暗褐色粘質土（炭化物少）
①暗褐色土
②暗黒色粘質土
③暗紫黒色粘質土
④暗褐色土
〈炉］止2焼土域〉’：’：：：
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〈炉］止3土器出土状況〉
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図鱗　竪穴住居状遺構咽（縮尺1／60・1／20）
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調査の記録
下面は床面に接する。焼土面の厚さは5～8cmで最終的に床面から盛りあがる状況を呈す。　dd！断面でみられる
ように焼土面は赤変しておりこの場で被熱している。炉趾1は掘り込みを持たない地床炉と考えられる。
　炉祉2・3は、炉趾1の西0．4mに位置する。　P3・P6間にあたり、本遺構内の西寄りにあたる。上面のレベル
は2．6mで、これは床面と同レベルである。炉趾2・3は、いずれも掘り込みを有する炉で、東側を炉‡止2、西側
を炉趾3とする。炉祉2は被熱範囲の広がりから、使用面は径約0．5mの円形を呈する地床炉と予想される。下
部には深さ15cm程の掘り込みをもつ。　eel断面をみると、14層は掘り方底面に貼られた粘土であり、6～14層は防
湿等のための下部構i造と想定される。15層については同様の性格も想定されるが断定はできない。また6～8層
あるいは10～12層では炉趾3側からの変色がみられ、炉趾2の廃絶後、炉祉3の使用による影響によるものと考
えている。炉趾3は、炉趾2の西側にずらして構築されている。東西0．5m、南北03mの楕円形を呈し、深さ0．15
mの掘り込みをもつ炉である。内部には炉に据えられていた深鉢形土器（図15－2）が東に倒れ込んだ状況で検
出された。炉趾2の西側にずらして構築され、掘り込みの東側の肩部に粘土（3・4層）を貼っており、被熱痕
は粘土層上部と東側の土器の下面が特に顕著であり、西側からの加熱作業が推測される。以上のように、炉趾1
と2・3は次第に西へと位置をずらし、かつ地床炉から掘り込みをもつものへと変化しており、柱穴の構成から
想定される拡張の可能性を補足する材料と考えられる。
　また、炉趾1の東側から北東部に5～30cm大の焼土塊が散在している。　aal断面ではこの一帯が台状を呈して
おり、この高まりを炉とする考え方もあるが、周囲に被熱痕がない点や、これらの上面のレベルが2．65～2．7mと
床面および炉趾1よりも高いことから、本遺構の廃棄時に炉壁の一部が壊されて廃棄されたものと考えている。
　本遺構から出土した遺物は土器50点と石器があり、そのうち土器18点、石器2点を掲載した（図15～17図版
8・10・18・25）。詳細は後述するが、出土遺物の状況から、本遺構は縄文時代後期前葉に使用されており、廃絶
後短期間のうちに埋められたものと考えられる。なお、本遺構の炉趾2から採取したサンプルにより、年代測定
を行っており、補正年代で3770±40年BP、2950±50年BPという2つのデータが得られている（第5章参照）。
　図15－1・2は住居趾内の炉趾3から出土したもので、1の上に2が重なって潰れるように出土した。図16－3
～5は住居趾内の床面から、6～15は覆土もしくは床面から、16～18は覆土から出土したものである。1は有文
深鉢で口縁部上に突起を有する。口唇部には並行する1条の沈線と、斜交する多数の刻目状の沈線が施される。
ロ縁部突起下から垂下した沈線によって胴部文様帯に連続する。胴部の文様は、退化した渦巻文と上下2段に描
かれた長方形区画文である。器面の調整は巻貝条痕である。2は無文深鉢である。底部が小さく、口縁部に大き
く開く器形を呈し、ロ縁部付近では長楕円形に歪んだ平面形となっている。器面の調整は巻貝条痕であるが、粗
い調整である。3は無文深鉢で、胴部上半に屈曲部を有する。粗い巻貝条痕による調整である。4は有文の鉢で
ある。5は深鉢胴部の一部で、文様帯は細い沈線に区画された磨消縄文がわずかに残る。6の浅鉢はロ縁部内面
に隆帯状の段を持ち沈線を引くものである。口唇部内面には縄文帯を有する。9は小突起を有する平縁の深鉢で
ある。突起上面に沈線を引き、その外側に刻みを施すものである。10・11は無文深鉢あるいは鉢の口縁部、12～
15は有文深鉢胴部文様帯である。15は縦位に簾状の沈線が多条にひかれるものである。17は枠状区画の内外に縄
文を施す。18は無文深鉢口縁部である。出土土器群のうち、炉趾、床面のものは縁帯文土器の成立段階、覆土の
ものは福田KH式～津雲A式に位置づけられる。断面図にみられるように、本遺構の上には複数の土坑が切り
あっており、それらの遺物が混入している可能性はある。
　石・器は乳棒状磨製石斧2点が出土している（図17、図版25）。いずれも覆土から出土した。S1は砂岩製で刃部
を欠失する。丁寧な研磨で仕上げられているが、一部、側縁を中心に敲打痕が確認できる。側縁は基部から斧身
にかけて、緩やかに湾曲する。S2は流紋岩製で、基部先端部のみが残存する。丁寧な研磨によって仕上げられ
ているが、一部、敲打痕が確認できる。基部先端に平坦面をもつ。なお、サヌカイト剥片が18点（総重量866g）
出土している。本遺構内で石器製作を行っている可能性もあろう。
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番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内）：法量 色調（外／内） 胎土
1 深鉢 平縁、耳状突起：日唇部には沈線と斜めの刻み、長方形区画、横に連続する閉じたJ字文、条ｭ、ナデ／条痕：口径43．2cm、1／3残 赤褐～淡茶褐／赤褐～淡茶褐 やや粗：細～粗砂
2 深鉢 平縁、平面楕円形に歪む：条痕／条痕、ナデ、指頭痕：口径325cm、底径54cm、1／1残淡灰黄～黄褐／淡灰～暗灰黄 粗：粗砂多、細礫
図15　竪穴住居状遺構1出土遺物1（縮尺1／3）
29
調査の記録
難
欝
5
一一ニー＝7『一一
　　黙、 　　　一鼈黶@　　　　
7
灘臨燕蕊
欝欝羅w
　　　庁費
難撫
灘霧㌣。欝
］2
14
ノD畷＿
8
嚇鞠，
窒、嚢
磁曙
鐙
鱗
閨
］5
欝、
毒
『巡
継鍵
0
　熟
織
欝
H
］Ocm
3～5　床面出土
番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内）：法量 色調（外／内） 胎土
3 深鉢 平縁：条痕後ナデ／条痕 明黄燈～橦褐／淡黄灰褐～淡榿 やや粗：微砂多、細礫
4 鉢 平縁：弧状文、縄文（LR）、ナデ／ミガキ 明糧茶褐／明榿褐 精良
5 深鉢？ 一：対向する弧状の沈線、磨消縄文／ナデ 明榿褐／灰褐～暗灰茶褐 やや粗：微砂多
6 浅鉢 平縁、ロ縁部内面隆帯状に肥厚：ナデ／ロ唇部縄文（RL）、ナデ？、沈線 茶褐／暗茶褐 やや粗：細礫多
7 深鉢 波状ロ縁、口唇部肥厚：3本沈線、縄文（RL）、ナデ／ナデ 茶褐／暗茶褐 やや粗：細礫多
8 深鉢 波状ロ縁：沈線文、ロ唇部縄文（RL）、ナデ？／ナデ 淡黄白～明榿褐／明燈褐 細礫多
9 深鉢 平縁、小突起：棒状工具による刻み、条痕／ナデ 淡茶褐／淡灰茶褐 良：微砂多
10 鉢 平縁：ミガキ／ミガキ 灰茶褐／暗茶褐 粗：微砂多、細礫
11 深鉢？鉢？ 平縁：ミガキ／ミガキ 淡灰白～暗灰／暗灰～黒褐 良：細砂多
12 深鉢 一，3本沈線磨消縄文／条痕 黒褐／黒 やや粗：細砂多
13 深鉢 一：2本？沈線磨消縄文、摩滅／摩滅 淡黄灰／淡灰白 やや粗：細砂多
14 深鉢 一：3本沈線磨消縄文、ナデ／ナデ 灰白／赤褐 良：微砂
15 深鉢 一：簾状に垂下する多条の平行沈線、条痕／条痕 淡黄灰～明茶褐／淡灰白 やや粗：細礫
16 深鉢 平底：底部ナデ、縄文（RL）／ナデ：底径＆2c皿、1／6残 赤褐／淡茶褐～灰茶褐 精良
図16　竪穴住居状遺構1出土遺物2（縮尺1／3）
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番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内） 色調（外／内） 胎土
17 深鉢 顎状口縁：ロ縁部に文様集約、枠状区画、縄文（RL）、ナデ／ナデ 暗茶褐／灰茶褐 粗：微砂多、細礫
18 深鉢？鉢？ 平縁：条痕後ナデ／ナデ 暗茶褐／淡茶褐 良：細砂
19 深鉢 一． ｾ線、ナデ／摩滅 灰茶褐／暗灰茶褐 やや粗：細礫多
番号 器種 最大長（cm） 最大幅（cm） 最大厚（cm） 重量（9） 石材 特徴
S1 磨製石斧 （11．70） （5．20） （3．30） （292．6） 砂岩 刃部を欠損。一部、敲打痕が残る。
S2 磨製石斧 （5．50） （480） （3．40） （111。9） 流紋岩 基部先端のみ残存。一部、敲打痕が残る。
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図17　竪穴住居状遺構1出土遺物3（縮尺1／3・2／3）
竪穴住居状遺構12（図18　図版22）
　AWO2－94・AWO3－04区で検出した。検出面は14層上面で
ある。13層を除去した段階で、一定の範囲に炭化物の散布が
認められたことから検出した。平面形は円形を呈し、直径
3．Omである。深さは検出面から12～15cmであり、壁面の立ち
上がりは比較的明瞭であるが、上面は削平を受けていると考
えられる。検出面の標高2．7mで、底面≠レベルは2．55mである。
底面ではピットを多数検出したが、そのうち柱穴状になるも
のが11基認められた。これらのピットの規模は径15～35cm、
深さ15～20cmである。位置的に本遺構に伴う柱穴を構成する
と考えられるP1～P4は径30cm、深さ20cmの掘り方をもつ。炉
趾の可能性があるものとしてはこれら4基のピットの内側に
P5が位置する。　P5も同等の規模であり、ピット内からやや大
きめの炭化物が出土した。しかしピットの壁に焼けたような
痕跡は認められず、炉趾と断定するにはやや根拠不足である。
埋土は1～4層が認められる。最初の埋土と考えられる4層
と3層はともに黄褐色砂質土層を主体としている。1・2層は
暗褐色を主体とする砂質土層である。2層には若干黄褐色土ブ
ロックを含む。1層は炭化物を含んでおり、埋土中で最も多く
遺物を包含する土層である。
　本遺構の性格については、前述の竪穴住居状遺構・1に比較
すると全体の規模が小さい点、また柱穴の可能性があるピッ
トの配列もさらに小規模である点、明確な炉趾を持たない点
等から、一般的な竪穴住居と断定するのは難しい。出土遺物
の点からも小片が多く、竪穴住居状遺構1とは状況が異なる。
しかし、何らかの作業場といったような機能を想定すること
はでき、以上のような状況から、ここでは竪穴住居状遺構と
して報告する。
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　本遺構からは縄文土器と石器が出土し、54点の縄文土器のうち4点、石器1点を図化した（図18）。1～3は
波状口縁有文深鉢の口縁部片であ
る。1は沈線で区画された文様の
内外に縄文が施されることから、　　　　σ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1中期末に位置づけられる可能性が
ある。2は振幅の小さい波状口縁
の波頂部である。口縁部は大きく
肥厚した「く」字状のもので、波
頂下の円形の浅いくぼみの周囲に
は縄文が施される。3は2条の平
行する沈線を描出し、全面に縄文
を施す。4は高台状の底部である。
　石器はサヌカイト製石鎌1点
（S3）が出土した。覆土からの出
土である。小型で薄いつくりの凹
基式である。上半部、特に左側縁
に細かい調整を施すが、それ以外
は素材面を多く残す。
　本遺構の時期は縄文時代後期前
葉と考えられる。
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完掘状況
番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内）：法量 色調（外／内） 胎土
1 深鉢 波状口縁：沈線、縄文（RL）、ナデ／ナデ 明茶褐／淡茶褐 粗：細砂多
2 深鉢 波状口縁：波頂部に円形窪み、口縁部全面縄文（RL）、ミガキ／ミガキ 淡灰褐／暗茶褐 良、均質：微～細砂、稀に細礫
3 深鉢 顎状口縁：平行沈線、摩滅／条痕 淡灰褐／暗褐 やや粗：細～粗砂多、細礫
4 深鉢 高台状：ナデ、ミガキ／条痕：底径7．2cm、1／3残 榿褐～茶褐／暗褐 粗：微～細砂多、細礫
番号
S3
器　種
石鎌
最大長（cm）
215
最大幅（cm）
（140）
最大厚（cm）
020
重量（9）
（05）
石　材
サヌカイト
特 徴
凹基式。左下端を欠損。
図18　竪穴住居状遺構2・出土遺物（縮尺1／60・1／3・2／3）
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b。土坑・ピット
　14～16層で検出した土坑・ピットの総数は
805基に上る（表2・3）。ここでは便宜的に径
80cmを境に、80cm以上を土坑、未満をピットと
して報告する。805基のうち土坑が24％（190基）、
ピットが76％（615基）を占める。土坑は16層
上面で19基、15層上面で59基、14層上面で112
基を検出した。ピットは16層上面で17基、15層
上面で235基、14層上面で363基を検出した。
　土坑の規模は径80～130cmが77％（146基）を
占め、径が200cmを超える大型のものも4％
（8基）認められる。平面形は円形あるいは楕
深80“
さ
　70一蒜
）　60－
　50－
　40－
　30－
　20－
　10－
　　0－　　　0
土坑・ピットの規模
100　　　　　　　200
土坑・ピットの径と深さ
300径　（cm）
円形を呈する。遺物は土坑の46％から出土しており、100点以上出土している土坑が4％（7基）認められる。
分布では4・5・6区に特に多く、特に14層上面においては、これらの地区で全体の60％弱が検出されている。
　ピットは円形を呈するものが大半で、径31～60cmのものが全体の64％（394基）を占める。ピットの深さをみ
ると、20cmまでのものが78％（478基）を占めている。ピットの分布も4・5・6区に多く、土坑の分布とほぼ一
致する傾向を示す。ピットのうち遺物を包含するものは全体の30％弱で、その大半は5点以下の出土点数である。
100点以上の土器片が出土したピットは1基、50点以上の土器片が出土したピットは5基認められた。土坑・ピ
ットともに埋土は主に色調から（1）黒～褐色系、（2）黄色系、（3）灰色系の3タイプがある。
　以上のように土坑・ピットの概要をみてきたが、多くのものについて、いくつかの点において遺構とするには
疑問点がある。問題となるのは以下の点である。14層上面で土坑・ピット140基を検出した第17次調査地点6区
でみてみよう（図19）。ここでは14層上面全体での検出基数の約30％が集中している。北壁断面を例示している
が、断面観察でも多くの土坑・ピット状の落ち込みが重複している状況が見て取れるρまた全体土層図（20頁図
8aa断面）でも同様の状況が明瞭に認められる。これらの落ち込みに共通する特徴としては①断面形状が皿状、
あるいは浅いすり鉢状をなしている点、②断面・平面の観察から非常に重複した状況で認められる点、③平面的
には不整形を呈し、また深さは浅いものが多い点、④出土土器に時期幅が認められる点が挙げられる。また特に
埋土（1）タイプのものでは遺物の出土レベルが標高2．4～2．6mと共通している点、埋土（図19北壁断面トーン
部分）と13層との差異が少ない点が挙げられ、埋土（2）・（3）タイプのものも、それぞれのベースとなる土層
との差異が少ないという共通した特徴を示す点も遺構としての疑問を残す。埋土（1）タイプとして土坑1・2
が、埋土（2）・（3）タイプとして土坑10～12が挙げられる。
　こうした状況は、調査区全体に共通しており、土坑・ピットを明確に検出することは困難であった。その中で
土坑3～9については埋土・掘り方がしっかりとしており、また遺物が底面近くから多く出土している点、他の
落ち込みとの重複が比較的少ない点も考慮して、遺構として評価される可能性が高いものと考えられる。しかし
その他については、明確な遺構としては断定し難い。出土遺物に関しては、土坑3～9以外の土坑・ピットにつ
いて図化可能な遺物を掲載している。その出土状況に何らかの有意性があるかもしれないが、上述したように確
実な遺構としては断定し難いため、これらから出土した遺物については遺構毎（土坑1・2・10～34）に掲載し
ているものもあるが、一括遺物のまとまりを示したものではないことを断っておきたい。
土坑1・2（図20～29）
　次に土坑1・2の検出状況をみてみよう（図20）。図20の写真からも明らかなように土層観察用の畦と側溝1を挟
んで東西に土坑とピット群が位置している。調査時においては、6区側では、2棟の住居批状遺構として検出・
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表3 土坑・ピット　覧 ※遺物量 ◎100点以上050～100点ミ△50点未満
土　　坑 19 163 140 23 △ 166 82 59 17 △ 51 58 49 23
20 82 一 42 △ 167 93 50 14 △ 52 54 40 20 △報　告
ﾔ　号 長　径 短　径 深　さ 遣物量 21 ユ40 一 15 ◎ 168 90 35 12 53 60 40 20
16層4区 22 117 一 33 ◎ 169 106 76 ｝ 54 46 36 26
35 93 一 25 23 ｝ ｛ 30 14層7区 55 66 58 26
36 81 ｝ 43 24 105 一 36 34 60 41 16 △ 56 60 … 20
37 86 一 35 25 195 一 35 △ 170 80 39 20 57 61 58 21 △
38 105 ｝ 15 26 ユ02 81 12 △ 171 86 一 22 △ 58 58 43 20 △
39 82 一 18 △ 27 125 60 34 △ 172 113 ｝ 20 △ 59 60 52 23 △
40 133 … 12 28 82 一 42 173 一 82 19 △ 60 40 35 13
41 99 一 12 102 81 69 18 △ 174 80 一 23 61 73 40 13
42 95 一 12 103 85 63 25 △ 175 82 一 17 62 50 42 15
43 90 ｝ 11 104 89 一 20 176 80 53 18 △ 63 44 31 10 △
44 122 一 22 105 80 一 19 ○ 177 87 64 16 64 45 40 20
16層1区 106 93 一 29 △ 178 80 一 17 65 63 56 20
45 130 96 24 △ 107 84 一 21 △ 179 99 一 21 △ 66 66 46 18
46 117 70 22 △ 108 80 一 16 180 82 61 16 △ 67 67 60 16 △
47 102 72 18 △ 109 86 74 20 △ 181 139 一 25 △ 68 40 37 11
48 172 164 36 110 90 一 36 △ 182 89 46 27 69 70 38 22
49 112 99 26 △ 111 225 ｝ 70 ○ 183 123 72 13 △ 70 46 46 26
50 164 95 30 △ 112 267 一 62 184 97 78 30 △ 71 54 45 18
51 81 69 2］ △ 113 123 ｝ 24 ◎ 185 85 一 18 72 50 43 18 △
15層6区 114 80 70 23 △ 186 253 一 23 73 66 51 23
52 85 40 22 115 80 一 27 △ 187 153 130 14 △ 74 43 38 13
53 101 72 15 116 97 49 27 △ 188 212 一 23斗 △ 75 47 45 14 △
54 86 一 12 117 84 一 32 △ 189 85 … 20 76 49 44 14
55 80 58 13 118 94 78 14 △ 190 94 51 13 77 50 38 20 △
56 80 一 17 119 98 79 一 ピット 78 48 37 14
57 105 70 25 14層5区 79 43 40 14 △
58 84 59 22 29 71 一 43 △
報　告
ﾔ　号 長　径 短　径 深　さ 遺物量 80 54 47 14 △
59 97 92 20 120 81 73 14 △ 16層4区 81 39 33 11
60 114 106 20 121 80 70 10 △ 1 62 一 38 82 40 34 19
61 80 一 16 122 120 一 20 △ 2 70 一 17 83 47 40 17
62 96 一 22 123 130 121 ユ7 △ 3 33 一 10 84 54 43 15
63 108 一 22 124 83 70 20 △ 4 66 … 6 85 72 51 13
64 108 100 34 125 85 72 20 △ 5 51 一 14 86 48 40 12
65 86 一 一 126 122 55 17 6 37 一 13 87 40 28 16
66 87 60 ｝ 127 80 一 19 △ 7 52 一 15 88 41 29 12 △
15層5区 128 80 一 22 △ 8 70 … ］3 89 35 21 19
67 95 72 22 △ 129 80 ｝ 12 △ 9 58 一 14 90 53 39 15
68 88 50 21 △ 130 90 58 20 10 63 ｝ U 91 38 30 17 △
69 100 48 30 △ 13ヱ 90 78 18 △ 16層1区 92 27 16 19
70 85 70 18 132 59 35 16 △ 1ユ 63 … 15 △ 93 75 58 26
15層4区 133 207 67 21 △ 12 76 一 10 △ 94 75 35 12
13 146 一 20 ◎ 134 160 79 19 △ 13 66 51 15 △ 95 60 40 19
14 103 78 66 △ 135 90 ｝ 11 △ 14 62 53 16 96 56 56 12
15 180 151 35 △ 136 92 51 20 15 58 49 15 97 46 32 10 △
16 145 107 30 △ 137 110 61 14 16 68 48 30 △ 15層4区
17 123 一 30 △ 138 110 80 22 △ 17 73 52 20 98 20 20 7
18 232 165 50 ○ 139 172 一 24 △ 15層6区 99 34 32 10 △
71 130 101 16 140 93 一 14 18 67 　 15 100 25 17 7
72 98 43 14 141 111 一 25 19 65 52 13 101 29 24 8
73 87 一 26 14層4区 20 78 ｝ 12 102 28 26 8
74 134 ｝ 27 31 90 81 33 ○ 21 59 一 8 103 40 36 9 △
75 160 124 34 142 80 一 ｝ △ 22 59 39 11 104 75 59 16
76 181 110 35 143 90 53 12 23 74 74 12 105 74 57 10 △
77 llO 一 24 144 98 94 26 24 77 76 15 106 28 25 24
78 83 一 40 145 80 58 10 △ 25 64 44 14 107 56 28 24 △
79 135 ｝ 20 146 86 52 12 △ 26 34 28 18 108 31 24 7
80 99 一 30 △ 147 80 41 15 27 74 一 13 109 40 31 8
81 82 80 12 148 80 52 35 △ 28 78 一 30 △ 110 40 35 13 △
82 99 81 24 △ 149 84 70 33 △ 29 33 31 11 111 58 45 28
83 81 ｝ 24 14層3区 30 50 32 20 112 55 一 19
84 88 一 27 30 140 130 13 △ 31 42 30 16 113 50 36 22 △
85 128 85 18 150 85 46 16 32 46 39 18 114 72 54 21 △
86 107 一 15 15］ 92 一 19 △ 33 77 51 16 115 39 32 5
87 114 一 26 152 193 138 21 34 53 51 14 116 70 61 20
88 84 70 27 153 92 54 26 35 52 43 14 117 35 21 16
89 190 160 39 154 82 一 30 36 42 31 13 118 36 30 13
90 230 160 30 △ 155 110 ｝ 21 37 40 35 17 △ 119 62 33 27
91 82 56 26 156 80 62 22 38 66 一 13 120 60 43 10
92 89 63 18 14層2区 39 76 … 17 121 72 45 16
93 103 一 21 32 120 61 15 △ 40 41 33 18 122 58 47 19
94 99 84 32 33 129 84 14 △ 41 48 37 10 123 53 44 18
95 83 62 23 157 89 一 13 △ 42 63 49 27 △ 124 64 31 17
96 120 80 30 158 82 60 17 43 73 52 24 125 57 30 22
97 180 105 27 △ 159 126 68 17 44 31 一 16 126 49 40 17
15層1区 160 110 64 13 45 41 38 16 △ 127 78 70 27
98 82 50 24 161 192 150 13 △ 46 68 59 38 128 47 44 13
99 108 52 19 162 94 66 17 47 57 50 15 129 58 37 9
15層7区 163 130 94 19 48 50 40 18 130 52 47 30
100 94 61 11 14層1区 49 54 30 131 54 40 19
101 132 一 12 △ 164 90 57 10 △ 15層5区 132 39 28 17
14層6区 165 104 88 14 △ 50　　　　　　　50　　　　　　　－　　　　　　　25　　　　　△ 133 60 一 27 △
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134 64 53 20 214 38 27 19 296 44 一 15 379 48 45 14
135 47 一 27 215 24 21 14 297 65 一 13 380 56 50 13 △
136 73 60 21 216 24 21 10 298 51 49 17 △ 381 56 21 14
137 69 40 22 217 26 18 17 299 51 35 18 △ 382 48 34 18 △
］38 70 70 23 2ユ8 24 24 ユ2 300 63 一 ユ9 383 55 40 19 △
139 79 70 23 219 21 18 14 30ユ 43 30 18 △ 384 58 49 13 △
15層3区 220 34 21 17 302 53 一 21 385 41 40 11 △
140 30 27 12 221 28 20 9 303 61 ｝ 16 386 45 … 17 △
141 40 32 13 222 47 24 8 304 46 一 23 △ 387 43 28 16
142 48 34 15 223 25 22 7 305 56 一 21 △ 388 53 31 18
143 56 42 12 △ 224 27 22 20 306 54 ｝ 17 △ 389 75 48 17
144 28 23 8 225 28 … 14 307 40 一 20 △ 390 47 一 21 △
145 34 32 10 226 36 27 14 308 50 一 28 391 66 49 23 △
ユ5層2区 227 54 29 ユ0 309 53 … 37 △ 392 70 一 20 △
146 53 42 ｝ 228 51 32 17 310 69 58 22 △ 393 40 36 8 △
147 62 58 一 229 60 41 25 311 45 一 23 △ 394 55 一 12
148 58 41 22 230 28 21 9 312 60 ｝ 8 △ 395 49 31 17
149 37 31 13 231 26 20 8 313 59 一 18 △ 396 30 24 16 △
150 38 30 8 232 30 28 5 314 48 … 397 56 40 16
151 44 40 11 233 67 38 9 315 60 一 23 △ 398 40 一 13
152 62 23 13 234 40 31 11 △ 316 66 一 22 △ 399 52 39 19 △
153 50 41 11 235 40 27 10 317 75 ｝ 20 400 57 一 12
ユ54 35 28 32 236 40 23 ユユ 318 78 一 30 △ 40ユ 62 一 16
155 22 20 12 237 27 21 10 319 73 ｝ 26 402 70 ｝ 23 △
156 21 19 15 15層7区 320 40 一 27 △ 403 73 一 17 △
157 18 17 18 238 50 40 17 321 47 … 31 △ 404 55 31 6
158 34 27 13 239 50 38 9 322 22 一 23 △ 405 38 30 8
159 40 31 17 240 30 27 7 323 66 45 18 406 70 … 15
160 32 25 12 241 43 一 9 324 54 一 19 △ 407 62 一 18
161 28 21 11 242 31 29 8 325 56 ｝ 21 408 75 ｝ 16 △
162 53 42 17 243 58 37 9 △ 326 52 48 17 14層4区
163 53 49 34 244 59 一 10 327 60 一 ユ7 △ 409 64 59 20
164 48 42 26 245 28 一 12 328 30 45 8 △ 410 45 39 9
165 52 40 16 △ 246 72 一 12 329 58 一 32 △ 411 56 36 15
166 43 32 17 247 40 32 9 330 68 61 12 412 47 40 25 △
167 54 45 18 248 20 20 24 331 76 58 14 413 58 42 28 △
168 57 50 22 249 20 20 24 332 51 ｝ 27 414 38 32 12
169 28 20 11 250 18 12 19 333 43 38 18 △ 415 65 40 31 △
170 33 30 12 251 67 　 15 334 55 一 17 △ 416 56 50 21 △
171 58 48 11 252 36 19 12 335 52 一 14 △ 417 50 40 15 △
ヱ72 40 32 12 ユ4層6区 336 42 36 16 418 40 ｝ 20 △
173 68 50 14 253 50 42 23 △ 337 18 … 35 △ 14層3区
174 16 14 31 254 47 40 18 338 46 一 18 419 36 31 18 △
15層1区 255 50 一 19 △ 339 75 ｝ 36 420 48 42 21 △
175 50 30 8 256 50 一 19 340 56 一 28 ○ 421 35 30 23 △
176 40 29 14 257 44 ｝ 24 341 44 一 25 △ 422 43 一 13 △
177 44 30 12 258 35 32 18 342 75 64 16 ○ 423 23 一 20
178 43 28 23 259 54 48 26 △ 343 61 60 30 424 60 34 23
179 23 18 5 260 49 44 20 △ 344 46 29 13 ○ 425 49 一 25
180 36 17 ll 261 79 … 19 ◎ 345 60 一 17 △ 426 55 ｝ 15
181 31 20 10 262 60 一 40 △ 346 33 一 24 427 54 一 16
182 60 29 12 263 48 … 14 347 38 一 35 ○ 428 42 40 17
183 39 35 14 264 49 31 23 △ 348 64 ｝ 26 429 62 35 11
184 26 25 9 265 37 22 11 349 27 一 19 430 78 59 38 △
185 43 26 9 266 54 32 9 350 63 一 18 431 70 66 32 △
186 24 20 17 267 69 40 20 △ 351 42 一 50 △ 432 76 … 19
187 24 21 6 268 58 39 20 352 78 39 29 △ 433 68 51 19 △
188 41 31 7 269 73 一 54 △ 353 53 一 24 △ 434 77 61 21 △
189 28 21 10 270 46 40 32 △ 354 51 一 31 △ 435 70 58 26 △
190 28 26 11 271 54 一 25 355 40 23 13 436 72 … 21
19ユ 36 31 17 272 53 50 14 356 48 一 13 △ 437 67 一 23 △
192 40 30 9 273 73 一 17 △ 357 71 一 28 ○ 438 70 … 23 △
193 32 28 15 274 43 39 17 358 38 29 13 △ 439 47 31 20
194 37 25 12 275 44 31 9 359 46 40 13 440 59 一 16
195 28 21 15 276 58 … 65 △ 360 42 28 8 △ 441 64 50 32
196 52 36 12 △ 277 72 51 21 361 75 一 … 442 49 38 8
197 70 35 13 278 29 … 17 △ 362 66 一 ヱ2 443 59 38 11
198 62 37 12 279 65．5 一 11 △ 14層5区 444 58 ｝ 11
199 60 30 15 280 39 一 23 △ 363 21 一 14 △ 445 54 36 34
200 39 20 5 281 53 一 18　　　1 364 50 42 ll 446 59 51 一 △
南：38 27 282 61 一 9 365 78 70 18 447 53 36 43201北：44 29
6
283 40 一 23 366 46 40 10 448 65 一 18
202 54 29 12 284 56 一 36 367 78 一 15 △ 449 50 … 11
203 78 40 22 285 72 … 17 △ 368 76 60 20 △ 450 63 45 19
204 31 17 6 286 71 一 20 △ 369 71 70 17 △ 451 60 … 19
205 22 18 9 287 38 ｝ 24 370 40 一 13 △ 452 69 一 20
206 22 21 13 288 36 一 12 371 70 … 25 △ 453 45 ｝ 22
207 28 22 7 289 58 一 16 372 50 32 13 △ 454 41 一 19
208 24 18 11 290 31 … 14 373 66 一 16 △ 455 59 ｝ 14
209 30 21 13 291 40 一 18 374 60 42 20 456 47 一 14
210 29 19 15 292 73 59 24 △ 375 72 一 10 △ 457 47 39 18
211 37 28 9 293 34 40 11 376 53 39 16 △ 458 44 41 10
212 20 18 9 294 64 43 21 377 48 一 12 459 78 61 11
213 26 18 19 295 50 48 42 △ 378 61 42 26 △ 460 33 30 17
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14層2区 500 42 36 13 △ 539 32 25 10 579 48 37 10 △
461 54 42 13 △ 501 29 一 8 540 29 22 11 580 50 41 12
462 50 39 25 502 57 54 19 541 37 31 6 581 63 39 14
463 48 38 19 503 67 41 20 542 36 30 8 582 44 一 19
464 34 30 18 △ 504 36 23 18 543 40 32 7 583 34 28 16
465 32 27 14 △ 505 22 20 26 544 38 21 10 584 60 32 10 △
466 18 18 13 △ 506 31 20 10 545 56 31 10 585 44 36 16
467 42 31 15 507 28 23 10 546 55 34 16 14層7区　　　　　　　　　　　17
468 36 29 13 △ 508 33 24 16 547 51 29 9 586 70 40 21
469 70 38 15 △ 509 40 36 13 548 60 41 16 587 73 54 18
470 31 27 12 510 49 38 25 △ 549 41 5．5 588 72 一 13
471 31 28 13 511 45 40 21 △ 550 58 34 12 589 58 51 13 △
472 28 27 13 14層1区 551 48．5 30 9 590 45 43 13
473 33 32 10 512 60 40 10 △ 552 62 38 9 591 43 32 26
474 36 34 13 513 18 17．5 6．5 553 41 28 8．5 592 45 30 14
475 42 39 14 514 20 55 554 37 34 5 593 30 25 16
476 20 18 13 515 24 5．5 555 40 40 8 594 28 一 17
477 22 19 15 △ 516 50 32 12 556 31 28 5．5 595 54 50 14
478 25 20 15 △ 517 45 34 11 △ 557 42 31 5 596 57 42 24
479 40 30 10 518 46 35 12 △ 558 46．5 28 7 597 64 57 17
480 34 31 9 519 48 40 559 42 33 7 598 60 一 14
48ユ 40 38 19 520 40 35 13 560 35 26 6 599 46 一 17
482 40 37 11 521 36 31 21 △ 561 35 22 4 600 61 一 25
483 65 61 14 522 37 38 7 562 40 31 45 601 47 一 30
484 25 一 9 523 40 41 18 563 33 31 8 602 59 50 26
485 50 4ユ 11 △ 524 46 22 8．5 564 44 39 9 603 45 一 17
486 29 28 15 525 52 31 9 565 39 一 8 604 28 一 17
487 58 36 12 526 55 40 10 566 50 41 11 605 71 一 28
488 37 31 15 527 41 19 10 567 38 32 8 606 65 一 24
489 60 60 20 528 39 20 8．5 568 40 23 8 607 56 48 9 △
490 64 53 26 529 24 21 11 569 27 23 9 608 67 一 22
491 30 30 13 △ 530 25 18 10 570 45 34 11 609 74 一 18
492 31 31 15 531 38 34 11 △ 571 31 30 12 610 31 一 16
493 43 一 7 532 40 29 11 △ 572 47 32 14 △ 611 50 一 18
494 47 30 12 533 44 37 11 573 39 30 11 △ 612 70 一 18
495 46 31 ll 534 33．5 29 6 574 37 41 14 613 60 一 20
496 59 52 24 535 32 30 6 575 50 40 10 614 59 41 一
497 53 41 18 536 40 31 6 576 40 33 12 △ 615 72 55 一
498 51 43 17 537 33 24 10 577 60 39 ll △
499 66 49 16 △ 538 25 20 6 578 32 28 8
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掘り下げ、5区側ではひとつひとつの落ち込みを個別のピットとして検出・掘り下げを行った。
　この範囲から大型の破片を含む遺物が特にまとまって大量に出土しており、埋土の特徴や、遺物の出土レベ
ル・底面レベルが揃うということから、これらは東西それぞれが対応する可能性を考え、北側を土坑1、南側
を土坑2として報告することとした。
　しかし、既述しているように、13層に類似する黒褐色～褐色系の粘質土層（図20土坑1トーン部分）が、レ
ンズ状に堆積して埋没している点、5区側では多くのピット状落ち込みの重複として検出したものの、それぞれ
での遺物の出土レベルにまとまりがあり、底面が揃う点、平面形は不整形を呈し、浅い点等から、これらを確
実な遺構とは断定し難い。
〈土坑1＞（図20～24図版3・6・8・11）
　14層上面で検出した。AWO3－03・13区に位置する。東西約6m、南北約3．5mの規模である。検出面のレベル
は標高2．8～2．9mを測り、埋土は黒褐色～淡黒褐色の砂質～粘質土で底面レベルは標高2．6～2．7mで、深さ20cmあ
る。平面形は隅丸長方形を呈する。5区側では径64～100cm程度のピット5基として掘り下げを行ったもので、ま
た、上層に13層類似土層（図20一トーン部分）の堆積があり、底面に凹凸が多い。ただ集落の中心に近いとこ
ろに位置しており、遺物量も豊富である点などを考慮して、何らかの作業場の可能性も考えられないことはな
いが、前述の理由により断定できない。
　本土坑から出土した遺物は縄文土器と石器であり、土器は411点のうち29点、石器5点を図示した（図21～24
図版3・6・10・18）。図21－1～10は有文深鉢の口縁部、図22－11～13は有文浅鉢、14は有文深鉢の胴部、図
23－15～18は無文深鉢、19、20は無文浅鉢、21、22は底部である。図24－23～27は有文深鉢、28、29は無文深
鉢である。1は波頂部が大きく屈曲した振幅の大きい波状口縁を有する有文深鉢である。沈線は深く、沈線同士
の切り合い関係は無い。2は波頂部が肥厚した波状口縁磨消縄文土器である。この破片にも波頂部に円形のモチ
ーフがみられる。4は口唇部に刻みを有する条痕調整の土器片であるが、口唇部下に沈線が1条観察されるため
有文土器に含めておいた。6は口唇部上面に2条の並行する沈線が1単位となった鋸歯文状の文様を描出するも
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番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内） 色調（外／内） 胎土
1 深鉢 波状口縁：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ナデ？ 黄榿褐～明茶褐／明灰黄～黄褐 粗：細～粗砂多、稀に細礫
2 深鉢 波状ロ縁：幅広縄文帯、磨消縄文（RL）、ミガキ？／ミガキ 明灰／燈褐 やや粗：細砂多、稀に細礫
3 深鉢 波状口縁：浅めで幅広の沈線、摩滅／ミガキ 明橿褐／淡灰橦 やや粗：細砂多
4 深鉢 平縁：口唇部直交刻み、下位に沈線1条、口唇部に縄文、条痕／条痕 淡明黄白／淡明黄白 精良：細砂
5 深鉢 平縁、口唇部肥厚：3本沈線磨消縄文（RL）、ナデ／ナデ 暗灰褐／暗褐～黒 粗：細礫多
6 深鉢 平縁、ロ唇部肥厚：口唇部鋸歯文、縄文（RL）／ナデ 暗灰褐／淡灰白 やや粗：細～粗砂
7 深鉢 平縁、口唇部肥厚：3本沈線磨消縄文（RL）？／ミガキ 淡灰茶褐／淡灰茶褐 精良、均質：細砂
8 深鉢 平縁、口唇部肥厚：円錐状窪み、2本沈線磨消縄文（RL）、ナデ／ミガキ 淡茶褐／淡黄褐 精良：細砂
9 深鉢 平縁？、低い台形突起：梯子状沈線文、縄文（RL）／ミガキ 暗灰褐／明～暗茶褐 やや粗：細～粗砂
10 深鉢 平縁：（対向）連弧文、枠状区画文、縄文（RL）、ナデ／ナデ 淡茶褐／茶褐～暗茶褐 粗：細砂多、細礫
図21　土坑咽出土遺物1（縮尺1／3）
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番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内）：法量 色調（外／内） 胎土
ll 浅鉢 平縁、やや凹み底：2本沈線磨消縄文（RL）、　J字文、縦横の連繋文、ミガキ^ミガキ：口径21．2cm、底径6ユcm 茶褐～暗茶褐／明～暗茶褐 精良、均質、細砂、稀に細礫
12 浅鉢 平縁、ロ唇部肥厚：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ 淡灰白～淡燈褐／燈褐 精良、均質、細砂
13 浅鉢 平縁：ミガキ、ロ唇部縄文（RL）／ミガキ 明黄茶褐／灰茶褐～暗灰茶褐 やや粗：細～粗砂多
14 深鉢 一：縦位の鈎形区画文、磨消縄文（RL）、ミガキ／ナデ：胴部径22．5cm 明昔茶褐～暗茶褐／黄茶褐～茶褐 やや粗：細砂多、細礫
番号 器種 最大長（Cln）最大幅（cm）最大厚（cm） 重量（9） 石　材 特　　　徴
S4 模形石器 2．75 240 0．80 43 サヌカイト 右側面に勇断面。下端に階段状剥離。
S5 石錘 6．00 5．20 1．60 69．5 閃緑岩 円礫の上下端に打ち欠き。
S6 石錘 4．75 3．20 U5 25．4 流紋岩 小型品。円礫の上下端に擦切りによる溝。S7 石錘 6．00 490 1．50 649 珪質片岩 円礫の上下端に打ち欠き。
S8 磨石 （6．55） 8．35 5．77 479．3 安山岩 円礫を素材。下端部に明瞭な敲打痕。
図22　土坑唱出土遺物2（縮尺1／3・1／2・2／5）
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番号 器種 器形の特徴　文様と調整（外／内）法量 色調（外／内） 胎土
15 深鉢 平縁　口唇部刺突、条痕／ナテ 明黄茶褐～暗茶褐／明燈～暗茶褐 精良稀に細礫
16 深鉢 平縁　口唇部直交刻み、条痕／ナデ 淡榿灰／灰茶褐～暗茶褐 精良、均質細砂
17 深鉢 平縁　条痕、ナデ／条痕 灰褐～暗灰褐／灰茶褐～暗灰褐 粗細～粗砂多、稀に細礫
18 深鉢 平縁　口唇部縄文（RL）、条痕／ナデ　ロ径246cm、1／3残 灰茶褐～暗茶褐／明黄茶褐 粗　細砂多、稀に細礫
19 浅鉢 平縁　ミガキ／ミガキ 明燈褐／灰褐～暗灰褐 精良、均質細砂
20 浅鉢 底部高台状底部ミガキ、ナデ／ミガキ　ロ径162cm、底径59cm 暗橦～黄褐／暗灰褐～榿灰 精良細砂少
21 深鉢 平底　条痕／ナデ、底面ナデ　底径70cm、1／2残 淡灰白／淡黄白 良　細砂
22 鉢？浅鉢？ 平底　ナデ／ナデ底径65cm、1／3残 暗燈褐／暗灰褐 やや粗細砂
図23　土坑1出土遺物3（縮尺1／3）
のである。口唇部上には縄文が施される。8は口唇部が内外に大きく肥厚した形状を呈し、器面の文様が口唇部
上まで伸びて一連の文様を構成するものとなっている。大きく肥厚した口縁部端面には断面三角形に深く挟った
窪みがある。11～13の浅鉢はいずれも皿状の器形を呈するものである。このうち、11・12では、2本沈線によっ
て区画された縄文帯による文様が描出される。文様の構成が明らかな11の浅鉢では、渦巻文、渦巻文を挟む「V」
字状の縄文帯、縦位に伸びる縄文帯、これらを連繋するように横位に伸びる縄文帯によって文様帯が構成されて
おり、2単位で器面を一周する。13は口唇部内面が肥厚し、端面には縄文が施される。14は深鉢の胴部である。
鍵形に向かい合う2つの変形区画文が1単位となる。15～18は無文の深鉢、19・20は無文の浅鉢、21・22は底部
である。15は口唇部に刺突列、16は刻みを施すものである。18はロ唇部に縄文を施す、2枚貝条痕の無文深鉢で
ある。21・22の底部はいずれも立ち上がりの角度が緩く、浅鉢もしくは鉢の底部であると思われる。本遺構出土
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番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内）：法量 色調（外／内） 胎土
23 深鉢 波状口縁：2本沈線磨消縄文（RL）、摩滅／摩滅 暗赤褐～暗茶褐／暗茶褐～黒 粗：細砂多、細礫
24 深鉢 平縁、ロ唇部外方に大きく肥厚：沈線文、ロ唇部縄文？、摩滅、ミガキ／ミガキ 茶褐／暗茶褐 精良：細砂
25 深鉢 橋状突起、横断面「U」字状：ナデ、側縁に縄文（RL）／ナデ 淡～灰茶褐／暗茶褐 やや粗：微～細砂、粗砂少
26 深鉢 一：2本沈線磨消縄文（RL）、ナデ、ミガキ／ナデ 淡燈茶褐／淡黄燈褐 精良：微～細砂、稀に細礫
27 深鉢 ロ縁突起部、「C」字状の突起：波頂部沈線と垂下する4条沈線、渦巻文、磨消縄文、~ガキ／ナデ 明黄茶褐～明榿褐／淡灰黄白 精良、均質：細礫
28 深鉢 平底：ミガキ、縄文（RL）、底部ナデ／ナデ：底径44cm、1／4残 淡黄白／淡灰白 やや粗：微～細砂、細礫少
29 深鉢 平底？：条痕後ナデ／条痕後ナデ 乳白／乳白 精良、均質：細～粗砂少
図24　土坑1出土遺物4（縮尺1／3）
土器には、福田KH式から津雲A式までの土器が含まれる。
　石器は、模形石器1点、磨石1点、石錘3点が出土した（図22）。サヌカイト製模形石器（S4）は、右側面に
勇断面が認められ、上下端に階段状剥離が認められる。磨石（S8）は流紋岩製で上半部は欠損している。ただ、
握り具合を考えると、意図して整形した可能性もある。側面全体が摩滅する。石錘には、上下端に研磨によって
溝をつけた小型品（S6）と、上下端両面を打ち欠いた中型品（S5、　S7）がある。
　出土土器は縄文時代後期前葉のものが主体であり、本遺構の時期もこの範疇と考えている。
〈土坑2＞（図20・25～29　図版4～7・9・10・12・13・15・22）
　14層で検出した。AVO3－04・14区に位置する。東西10m、南北2．5mの範囲である。検出面のレベルは標高
2．87～2．98m、埋土は暗褐色～暗灰褐色の砂質土で、底面レベルは標高2．7～2．8m前後である。6区側では大型土
坑として、5区側では径30～120cm前後の大小様々なピット状落ち込み30基として掘り下げたものであるが、埋
土の特徴や堆積状況は土坑1と同様であり、遺構とするには不確実な面がある。
　平面形では特に東側で不整形を呈し、底面も凹凸が顕著である。遺物の出土は「土坑2」とした範囲の中でも
特に北東側に顕著である。
41
調査の記録
竃鰹
撫
3 4
0　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内） 色調（外／内） 胎土
1 深鉢 平縁：2本沈線磨消縄文（RL）、口唇部に直交刻み＋鋸歯文、条痕／ナデ 茶褐／黄茶～茶褐 精良、均質：稀に細礫
2 深鉢 一：2本沈線磨消縄文（RL）、条痕／条痕後ナデ 茶褐～暗茶褐／灰茶褐 良：微～細砂、稀に細礫
3 深鉢 緩い波状ロ縁：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／摩滅 淡黄褐／淡灰茶褐 やや粗：細～粗砂多、細礫多
4 深鉢 一：2本沈線磨消縄文、ミガキ／条痕、ナデ 黒褐／暗灰褐 やや粗：細砂多、細礫
5 深鉢 平縁：3本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ 淡茶褐／茶褐 精良、均質：稀に細礫
6 深鉢 平縁：ロ唇部直交刻み、条痕／ミガキ 暗茶褐／赤茶褐～茶褐 粗：細～粗砂多、細礫多
7 深鉢 平縁：条痕／条痕後ナデ 灰茶褐／灰黄茶褐 良：細～粗砂、細礫
図25　土坑2出土遺物1（縮尺1／3）
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番号 器種 最大長（cm） 最大幅（cm） 最大厚（cm） 重量（9） 石材 特徴
S9 石鍬未成品 2．05 040 0．42 0．9 サヌカイト 裏面にのみ細かい調整
S10石鍛未成品 2．ユ2 （1．30） 0．39 （α9） サヌカイト 平面形が不定形。ﾗかい調整も認められない。
S11石繊 （2．47） 1．55 0．18 （04） サヌカイト 凹基式。素材面を多く残すが、?盾ﾉ細かい調整。
S12石錘 7．40 5．20 ヱ．64 794 流紋岩 円礫の上下端に打ち欠き。E側面にも打ち欠き。
S13石錘 5．50 3．90 ユ．03 35．0 細粒花固岩 扁平な礫上下端の片面にﾅち欠き。
5cm
（S9～11） 図26　土坑2出土遺物2（縮尺2／3・2／5）
　本遺構からは縄文土器と石器が出土し、785点の縄文土器のうち土器51点、石器5点を図化している。図25－1
～5、図27－8～25は有文深鉢である。図25－6・7、図28－26～35は無文深鉢、図29－36～45は浅鉢、46は特殊
な器形の器種、47～50は深鉢底部、51は注口土器である。
　1は口唇部に刻みを施すが、文様帯からロ縁部にのびる主文を挟んで直交する刻み、鋸歯状の刻みとなる。2
は1と同一個体になると思われる。3・4・8～13は2本沈線、5・16～18は3本沈線の磨消縄文土器である。21
は内面にロ唇部から垂下する隆帯上に援形の沈線文を描く。23・24は橋状突起で、いずれも沈線で区切られた中
央部が窪む。26・27はロ唇部に刺突列を施す無文土器、28～33は口唇部に刻みを施す無文土器、34・35は無文土
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番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内） 色調（外／内） 胎土
8 深鉢 平縁＋「C」字状突起：モチーフ2段構成、2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ明茶褐～茶褐／灰茶褐 精良、均質：微砂、細礫少
9 深鉢？鉢？ 平縁：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ？／ミガキ 暗赤褐～暗茶褐／淡黄茶褐 精良、均質：細砂、稀に細礫
10 深鉢 波状ロ縁：2本沈線（浅い）、摩滅／摩滅 明榿／淡榿白 やや粗：細砂多
11 深鉢 ゆるい波状ロ縁：2本沈線（太目）磨消縄文（RL？）、ナデ？／ナデ？ 淡茶褐／茶褐 やや粗：微砂多、細礫
12 深鉢 平縁：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ 淡黄橿茶褐／淡黄茶褐 良：細砂、稀に細礫
13 深鉢 平縁、口唇部肥厚：2本沈線磨消縄文（RL？）、ミガキ／摩滅 淡榿茶褐／淡茶褐 良：細～粗砂
14 深鉢 平縁：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ 暗茶褐／淡灰茶褐 精良、均質：微砂
15 深鉢 波状ロ縁：2本沈線磨消縄文（RL）、ナデ／ナデ 暗茶褐／淡茶褐 粗：粗砂、細礫多
16 深鉢 波状口縁、口唇部肥厚波頂部内面「C」字状の空隙：3本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ明茶褐～淡明黄灰白／淡灰 精良、均質：稀に細砂
17 深鉢 平縁：3本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ 茶褐～赤茶褐／暗茶褐 精良、均質：稀に細砂
18 深鉢 平縁：3本沈線磨消縄文（RL？）、ミガキ／ミガキ 暗灰褐～暗褐／暗灰褐 やや粗：粗砂、細礫多
19 深鉢 一：2本沈線磨消縄文（RL）／摩滅 灰茶褐／灰茶褐 良：微～細砂、稀に細礫
20 深鉢 一：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ナデ 暗茶褐／暗灰茶褐 精良：細礫
21 鉢？深鉢？ 平縁、内面に縦方向の隆帯：3本沈線？、ナデ？／隆帯上に援形モチーフ、磨消縄文？、ミガキ 明茶褐／灰褐 精良
22 深鉢？ 刻み状凹凸、内面に肥厚：肥厚したロ唇部内面下端の屈曲部に刺突、摩滅／摩滅 淡黄褐／淡黄褐 やや粗：微砂多
23 深鉢 橋状突起：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ナデ 暗茶褐／暗灰茶褐 精良、均質：微～細砂
24 深鉢 橋状突起：2本沈線磨消縄文（RL）、ていねいなナデ／ナデ？ 灰褐～暗灰褐／灰茶褐 精良、均質：微砂、稀に細礫
25 鉢？ 橋状突起：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ナデ、条痕、指頭痕 明燈～赤茶褐／茶褐～暗褐 良、均質：細砂多、細礫
図27　土坑2出土遺物3（縮尺1／3）
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番号 器種 器形の特徴　文様と調整（外／内）　法量 色調（外／内） 胎土
26 深鉢 平縁　ロ唇部刺突、条痕／ナデ　ロ径380cm、1／4残 茶褐～暗褐／淡灰黄白～淡灰黄 粗　細～粗砂多、細礫多
27 深鉢 平縁　口唇部刺突、条痕／ナデ 灰褐／灰褐 良　細～粗砂
28 深鉢 平縁　ロ唇部直交刻み、縄文（RL）／摩滅 淡黄燈／淡黄白 良　細～粗砂、細礫
29 深鉢 平縁　口唇部直交刻み、条痕後ナデ／条痕、ナデ 淡橦灰褐／淡黄灰白 粗　細～粗砂多、細礫少
30 深鉢 平縁　ロ唇部直交刻み、ナデ／ナデ 淡茶褐／淡茶褐～茶褐 精良　稀に細砂
31 深鉢 平縁　ロ唇部直交刻み、条痕／条痕 淡茶褐／淡黄白 精良、均質
32 深鉢 ：F縁　口唇部直交刻み、摩滅／ナテ 黄褐～赤榿／暗赤茶褐 やや粗　細砂多、細礫
33 深鉢 平縁　ロ唇部直交刻み、条痕／ミガキ 茶褐～暗茶褐／茶褐 良　細砂、細礫
34 深鉢 平縁　ナデ／ナデ 灰褐／灰黄 良　微～細砂
35 鉢？深鉢？ 平縁　ロ唇部ナテ、摩滅／摩滅 淡灰白／淡灰白 精良
図28　土坑2出土遺物4（縮尺1／3）
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番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内）：法量 色調（外／内） 胎土
36 鉢 平縁、高台状：ロ唇部直交刻み、条痕／条痕：口径172cm、底径58cm／、1／2残淡黄燈茶褐／淡榿灰 やや粗：細砂多
37 浅鉢？鉢？ 内面有段：ミガキ／ナデ後ミガキ 灰褐～暗灰褐／灰褐 やや粗：細～粗砂多、細礫
38 鉢 一：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ：胴部径272cm、ユ／ユ残 淡灰茶褐／暗茶褐 良：細～粗砂
39 浅鉢 平縁：3本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ 黄橿茶褐／榿茶褐 良、均質：細砂
40 浅鉢 穿孔：ミガキ、条痕／ミガキ 淡榿茶褐／暗茶褐 精良、均質：細砂、粗砂少
41 浅鉢？鉢？ 平底：条痕、ナデ／ミガキ：底径8．1cm、1／2残 暗褐～黒／茶褐～暗茶褐 精良、均質：微砂
42 浅鉢 平底：ミガキ、ナデ／ミガキ：底径70cm 明燈褐／暗茶褐 良：細砂
43 浅鉢 高台状：条痕後ナデ／ナデ：底径74cm、1／4残 淡黄榿灰／淡黄燈灰白 良：細砂
44 浅鉢 凹底、楕円形：摩滅／ナデ、指頭痕：底径5．9cm、1／1残 黄茶褐～明燈／淡茶褐 粗：微砂多
45 浅鉢 平底、底部焼成後穿孔（補修孔？）：ミガキ、底部ナデ／ミガキ：底径14．4cm、1／3残茶褐／茶褐 精良、均質：細砂
46 器種不明 部位不明、上下端部残存、下端は半円形：赤彩／赤彩 暗赤褐／暗赤褐 良：細～粗砂多
47 深鉢 平底：ナデ、底面指頭痕／摩滅：底径9．6cm、1／1残 明燈褐／淡黄茶褐 粗：細砂多、細礫
48 鉢 平底：ナデ／ナデ：底径5．8cm 淡黄灰褐／暗茶褐 粗：細～粗砂多、細礫
49 深鉢？ 平底：ナデ／摩滅：底径9．2cm、1／2残 淡灰茶褐／淡灰茶褐 粗：細礫多
50 深鉢 平底：条痕後ナデ／摩滅：底径10．5cm 淡黄灰褐／淡黄燈灰茶褐 やや粗：細～粗砂多
51 双耳壼 把手部、ツマミは上下に穿孔あり：ミガキ、ツマミ部はナデ／条痕、指頭痕 明灰白～灰白／淡灰茶褐 良、均質：微砂、稀に細礫
図29　土坑2出土遺物5（縮尺1／3）
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器である。浅鉢には頸部がくびれるもの（36）と、皿状あるいは椀状になるもの（39）がある。37は内面に段を
有する浅鉢である。45の底部には焼成後の穿孔がある。46は器種不明の小型土製品である。内外面に赤彩がみら
れる。47～50の底部はいずれも平底である。51は球形の胴部に円形のつまみが付く双耳壼で、つまみには上下方
向の貫通孔がみられる。本遺構出土土器群には福田KH式～縁帯文土器成立段階までの時期のものを含む。
　石器は石鎌3点、石錘2点が出土した（図26　図版22）。石鎌はすべてサヌカイト製である。S9の先端部裏面
は、両側縁に細かい調整を施している。しかし、背面側には対向する何枚かの剥離が確認されるのみである。ま
た、厚みも厚く断面も不定形である。さらに背面側の基部下端は、基部側からの剥離が確認できるのみであり、
製作途中で放棄した石鎌未成品と判断できる。SlOも石鐵未成品と判断される。平面形態も不定形で、細かい調
整も一部に認められるのみである。一方、Sllは、基部がわずかに内湾する凹基式である。先端部は欠損する。
素材面を多く残すが、周縁全体に丁寧な調整を施している。S12は流紋岩製の石錘である。円礫の上下端を大き
く打ち欠き、左側縁中央にもわずかに打ち欠いた痕跡が認められる。S13は細粒花闇岩製の石錘である。小型品
で上下端をわずかに打ち欠いている。
　本遺構の時期は縄文時代後期前半と考えている。
土坑3（図30・31図版1・2・17）
　調査区の南東部、AWO2－98・99～AWO3－　　〕’・－
08・09区に位置する。16層上面で検出した。南　　　　　　‘　　　　　　　∀
半部は調査区外に続いており、全体の約1／2を
竃蕊㌶㌶鴛：灘騒霧難1響騨羅鑛籔欝
⊥
a
0　　　　　　　　　　　　1m
1．暗褐色粘質土
2．黒褐色粘質土（炭化物多）
図30　土坑3（縮尺1／40）
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番号 器種 器形の特徴　文様と調整（外／内）　法量 色調（外／内） 胎土
1 深鉢 平縁　刺突列点文充填した多段の枠状モチーフ、梯子状モチーフ、条痕／ナテ 灰褐／灰褐 やや粗　微砂多、細礫
2 深鉢 平縁　縦位の多段蛇行沈線文、ナデ／ナデ 灰褐／灰褐 やや粗　微～細砂多、細礫
3 深鉢 波状口縁　太い沈線文、ナテ／ナデ 暗灰黄／暗灰黄 良　微～細砂、稀に細礫
4 深鉢 一　曲線的沈線、刺突充填した区画、ナデ／摩滅 灰褐／灰褐 やや粗　微～細砂多、細礫
5 深鉢？ 一　弧状文＋横走平行沈線文、ナデ／ナデ 暗灰褐／淡灰褐 粗粗砂多、細礫多
6 浅鉢 平縁　太く深い沈線、ナデ、条痕／ナテ 淡灰褐／淡灰褐 細～粗砂、稀に細礫
7 浅鉢 平縁　太く深い沈線、ナテ／ナデ 淡灰褐／淡灰褐 細～粗砂多、稀に細礫
8 深鉢？ 一　沈線＋刺突列点文で円形モチーフ、ナデ／ナデ？ 淡黒灰／暗灰褐 良　微～細砂、稀に細礫
9 深鉢 平縁　口唇部に刻み目状の貝殻文、条痕／ナデ 暗灰／淡灰褐 微～粗砂、稀に細礫
10 深鉢？ 顎状口縁　口縁沈線、縄文（RL）、ミガキ／ナデ 暗褐／暗灰 やや粗　微～粗砂、細礫
11 深鉢 一　2本沈線磨消縄文（RL）、ナデ／条痕 茶褐／明茶褐～茶褐 精良　細砂少
12 深鉢？鉢？ 平縁　ナデ／摩滅 淡灰褐／淡灰褐 良　細～粗砂、細礫少
13 深鉢 平縁　ロ唇部直交刻み、ナデ／ナデ 淡黄白／淡灰褐 精良　細砂少
14 深鉢？ 一　ナデ／ナデ 淡灰褐／淡灰褐 良粗砂、細礫多
15 深鉢 高台状、直立気味に立ち上がる　ナデ、指頭痕／ナデ　底径87cm、1／4残 暗灰／淡黒灰 粗粗砂多、細礫多
図31　土坑3出土遺物（縮尺1／3）
壁断面の観察では本遺構の上部は別のピット状の落ち込みによって破壊されているため、厳密な掘り込み面を確
定することはできなかった。
　本遺構では149点の縄文土器片を検出し、15点を図化した（図31）。図31－1～5は有文深鉢である。1は3段
に区画された隅丸方形の区画の内部に刺突を多数施すものである。頸部の屈曲部下半には梯子状文がある。2・4
は太く深い沈線によって入り組み文が描かれる。6・7は浅鉢である。8は深鉢胴部片、9は無文深鉢の口縁部片
である。口縁端部に貝殻圧痕が施される。10は「く」字状に折れる口縁部である。13は2本沈線で磨消縄文の胴
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部片である。11・12は粗製深鉢の口縁部で11は無文、12は口縁部に浅い刻み目を施すものである。14は高台状の
底部である。15は無文胴部片である。内外面とも丁寧なナデによる調整である。出土土器群は中期末に位置づけ
られるものが主体であるが、一部福田KH式、津雲A式に該当するものを含む。
　出土遺物からみると中期末～後期前葉のものが認められるが、上部に重複遺構があることから、後期遺物が混
入している可能性も考えられ、中期末の遺構である可能性を考えたい。
土坑4（図32・33　図版1・2・15・17・22・23）
　調査区南東部、AWO2－78・79・88・89区に位置する。16層上面で検出した。土坑4の南半部は調査区外に続
くものと考えられ、検出部分の長径2．3m、検出面からの深さ0．5mで、復元形は楕円形を呈するものと考えられ
る。本遺構についても前述の土坑3と同様、検出時の状況が非常に不明瞭であった。断面観察では黒褐色粘質土
が本遺構の埋土であり、その上位の土層は、13層からの落ちこみと判断した。
　隣接する「土器集中箇所」については、若干の凹みの中に遺物の集中が認められたが、掘り込み面は明確でな
く、落ち込みの下端となるラインと、基盤層である16層の下端ラインとがちょうど合致するといったことから、
遺構ではなく「土器集中箇所」と報告することとした。すなわち出土遺物は16層に包含される遺物である可能性
が高いが、土坑4と「土器集中箇所」との遺物の内容は類似し、近接した位置にあることから、ここでまとめて
掲載する。本遺構の時期は、遺物の内容から考えて縄文時代中期末～後期初頭の範疇と考えられる。
　土坑4から土器200点、石器1点、土器集中1から土器約100点、石器1点が出土している。そのうち土坑4の
土器6点、石器1点（図33－6・7・10・11・13・14・S15）、土・器集中1の土器8点、石器1点（図33－1～5・
8・9・12・S14）を図化した。
　土坑4出土土・器は中期末～後期初頭のも
のであるため、遺物からは時期は後期初頭
と考えられる。1は波状口縁を呈する沈線
文系の土器で、沈線は太く、深い。2・3
は平縁で、口縁部に並行する沈線を数条描
くものである。4・5は口縁部が内面に屈
曲する形状を呈するもので、これらも沈線
文系の土器群である。6・7は弧状の沈線
を数条平行に引いたあと、内部に刺突によ
る列点文を施すものである。8は屈曲部の
段の上面に竹管の押し引きによる刺突文を
連続して施すものである。9の浅鉢は内面
に縦位の隆帯を有し、内面に肥厚した口縁
部とそれに連続する隆帯上に縄文を施す。
肥厚した口縁部下端と隆帯の左右には深く
えぐるような沈線が引かれる。10～14はい
ずれも条痕による調整である。このうち、
10は刻みを、12は貝殻圧痕を施すものであ
る。出土土器群は中期末に位置づけられる
が、9はそれ以降に位置づけられる可能性
もある。
　石器は石匙、スクレイパーが各1点ずつ
　
～
ミ岳
1∩眠
『6層
擁多％多多
土器集中箇所
　　　　　27m16層
　　　　　　　一
　　　　　　1．黒褐色粘質土
　　　　　　　　　　2m
図32　土坑4・土器集中箇所（縮尺1／60）
48
縄文時代の遺構・遺物
，講
』　‖　、
心竃
‖
6
鍵麟鞍
　　　　懸纏議
‖
7
］O
ザピ@　　　　　ゆら　　　　　難響D
　鞠　　　　　　　　　2
欝脚
3
響 4
n
12
土坑4　　　：6・7・10・11・］3・］4
土器集中箇所：1～5・8・9・］2
13
　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
　　＜＜
＼．～
＼／＿一
O 5cm
S14
S］5
（S14・S15）
番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内） 色調（外／内） 胎土
1 深鉢 波状ロ縁：太い沈線、渦巻文、ナデ／ナデ 榿褐／橿褐 精良：細～粗砂、稀に細礫
2 深鉢 平縁：太い沈線、ナデ／ナデ 黒褐色／褐 やや粗、細～粗砂、細礫多
3 深鉢 平縁：2本沈線、ナデ／ナデ 灰黄褐／暗褐 やや粗、細～粗砂、細礫多
4 深鉢 口縁部内面に屈曲：太い沈線、ナデ／ナデ 褐～黒褐／黒褐 良：細～粗砂、細礫多
5 深鉢 口縁部内面に屈曲：太い沈線、ナデ／ナデ 黒褐色／褐 良：細～粗砂、細礫多
6 深鉢 一：沈線＋刺突列点文、ナデ／ナデ 暗茶褐／暗茶褐 良：微～細砂
7 深鉢 一：沈線÷刺突列点文、ナデ／ナデ 暗褐／淡黒灰 良：微～細砂、稀に細礫
8 深鉢 有段：段下端部に竹管押引文、ナデ？／ナデ 淡糧褐／淡黄褐 良：細～粗砂、稀に細礫
9 浅鉢 平縁、内面隆帯：方形区画の隆帯沿いに沈線文、条痕／ロ唇部・隆帯上縄文（RL）、ナデ？ 淡灰～灰褐／灰褐 精良：細～粗砂、稀に細礫
10 深鉢 平縁：口唇部直交刻み、条痕／条痕 暗灰褐／暗灰 粗：細～粗砂多、細礫多
11 鉢？ 平縁：条痕／ナデ 暗灰黄／暗灰黄 良：細砂、粗砂少
12 深鉢 一：口唇部貝殻押圧文、条痕／ナデ 黄褐／黄褐 良：細砂、粗砂～細礫多
13 深鉢？鉢？ 平縁：条痕／条痕 暗灰褐／暗黄灰 良：細～粗砂、細礫多
ユ4 深鉢 平縁：条痕／ナデ 暗褐／淡黄灰 良：細～粗砂、稀に細礫i
番号 器種 最大長（cm）最大幅（crn）最大厚（cm） 重量（9） 石　材 特　　　徴
Sl4石匙 3．05 10．00 1．09 28．4 サヌカイト 横長剥片の一端に挟り。下辺は丁寧な両面調整。
Sl5スクレイパー 4．65 5．50 0．90 19．7 サヌカイト 下縁に不規則な両面調整。左側縁は折れの可能性。
図33　土坑4・土器集中箇所出土遺物（縮尺1／3・2／3）
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出土した（図33　図版22）。サヌカイト製石匙（S14）は、「土器集中箇所」から出土した完形品で、原礫面を残
し厚みをもつ横長剥片の一端に丁寧な両面調整によって挟りをもうけている。また、下縁全体に丁寧な両面調整
を施すことで直線的な刃部をつくり出す。サヌカイト製スク≠レイパー（S15）は、全体に剥離を重ね、厚みを整
えた素材の下縁に両面調整を行っており、右側縁には扶りを意図したような調整も認められる。ただ、挟りは不
明瞭で刃部も鈍く、左側縁の折れのために途中で廃棄された可能性もある。
土坑5（図34～37図版4・5・10・15・23・26）
　調査区の中央付近AWO2－94・95・AWO3－04・05区に位置する。長径2．7m、短径2．2m、深さ0．65mである。
本土坑は15層上面から掘り込まれたものであり、埋土は1－4層の暗灰色砂質土層と、それより下位の灰褐色～
暗褐色系の砂質～粘質土層とに大別される。
　図34をみると、土層観察のための土手と側溝のためにほぼ中央部分が断裂された状況にある。このため、平面
のラインの検出にはやや困難を生じたこともあり、このことと遺物の構滅とを考え合わせると、15層上面から掘
り込まれた土坑と、もうひとつ14層からの土坑とが重複している可能性も考えられる。図示しているものは古段
階のプランであり、その時期は後述する福田KH式（古相）の土器（図35－1～6）から縄文時代後期前葉と考
えられる。また新しい時期の別遺構が重複しているとすると、埋土1－4層にあたる可能性が想定される。その
時期は縁帯文土器成立段階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AW－5ライン北2m　出土遺物には縄文土器と
石器があり、190点の土器
のうち土器23点、石器4点
を掲載している（図35～
37）。
　図35－1～13は有文の土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥　　　＼　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ三L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ／
器、口唇部を肥厚した浅鉢、
注ロ土器、双耳壼、図36－
14～22は無文深鉢あるいは
鉢である。1～4・6は2
本の沈線によって縄文帯が
区画された磨消縄文による
ものである。5は口縁部が
「く」字状を呈する磨消縄
文で、沈線が多条化、口縁
部外面には枠状の横位の区
画がみられる。7～9はい
ずれも「く」字状に屈曲し
たロ縁部を有する破片であ
る。7は口縁部文様帯のほ
か、屈曲部の下位にも文様
　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　∋
　　　　　　　　　q
1．灰色砂質土　　　　　　　　　　　　％2．暗灰色砂質土
3．暗灰色砂質土（焼土ブロック）
4．灰色砂質土
5．暗灰褐色砂質土
6．暗灰褐色砂質土（炭化物大量）
7．暗灰褐色十
8．暗灰褐色砂質土（炭化物）
9．暗褐色土（炭化物）
10．黄灰褐色粘質土
1亘
29m一a
］1
12
11。暗褐色粘質土（炭化物）
12。暗灰褐色粘質土
図34　土坑5（縮尺1／40）
　　　　　　　1m
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番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内）：法量 色調（外／内） 胎土
1 深鉢 平縁、端部内面に屈曲して肥厚：2本沈線磨消縄文（RL）、ナデ／ナデ 淡灰黄～黄褐／淡灰白 粗：細礫多
2 深鉢 平縁：2本沈線磨消縄文／ナデ？ 淡榿／淡黄灰 精良：細礫
3 鉢 平縁：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ナデ 暗桃灰／茶灰 良：細～粗砂、細礫少
4 鉢？浅鉢？ 平縁：2本沈線、摩滅／摩滅 明榿褐／暗茶褐 粗：細砂多
5 深鉢 波状口縁：沈線深く引く、枠状の区画、磨消縄文（RL）、ミガキ、赤彩／ミガキ、赤彩 灰白／淡黄褐 精良：微～細砂
6 深鉢 一：器面を広く埋める鎌形モチーフ、ミガキ、縄文（RL）／ミガキ 暗茶褐／暗灰茶褐 精良：細砂
7 深鉢 波状口縁、波頂下に円孔：（対向）連弧文・曲線沈線文、摩滅／摩滅 淡黄燈／暗灰褐 やや粗：細礫
8 深鉢 波状ロ縁：波頂部に半円＋鈎形モチーフ、摩滅／摩滅 淡黄白／明黄褐 粗：細砂多、細礫
9 深鉢 波状ロ縁、波頂部突起：沈線内に刺突列点文、／ナデ 明榿／淡燈灰 精良：細砂
10 浅鉢 平縁、端部内面に肥厚：摩滅／ミガキ 淡灰褐／淡黒褐 良：微～細砂
11 浅鉢 平縁＋突起、内面隆帯、穿孔：ナデ、縄文（RL）／隆帯上縄文（RL）、ナデ：ロ径24。7cm、1／6残茶褐～暗茶褐／灰黄褐 良：細砂多、細礫
12 注ロ土器 片口状：ナデ／ナデ 暗褐～灰褐／暗褐 精良：細砂
13 双耳壼 把手部、ツマミ状、上下の貫通孔：沈線内に刺突列点文、ナデ／ナデ 灰～暗褐／灰 精良、細砂白色粒多
図35　土坑5出土遺物1（縮尺1／3）
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顯霧灘繋難灘鍵
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鍵綴獣灘撫認・繊、
轟難12．
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］4
15
17
O 10cm
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番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内）’法量 色調（外／内） 胎土
14 深鉢 平縁：口唇部直交刻み、条痕／ナデ：口径16．Ocm、1／5残 暗灰褐～黒褐／暗灰褐～黒褐 良：細～粗砂
15 深鉢 平縁：口唇部斜め刻み、ナデ／ナデ：ロ径177cm、1／5残 暗燈褐／暗榿褐 やや粗：細～粗砂、細礫
16 深鉢 平縁：ロ唇部斜め刻み、条痕？／ナデ？ 灰茶褐～暗褐／灰茶褐～茶褐 良：細砂多、細礫
17 深鉢 平縁：ロ唇部直交刻み、条痕後ナデ？／ミガキ 暗茶褐～黄褐／暗灰褐 粗：細礫多
18 深鉢 平縁：口唇部刺突、摩滅／摩滅 淡黄褐／淡黄褐 良：細礫少
19 深鉢 平縁：条痕／条痕 褐～淡茶褐／榿灰 良：細砂多、細礫少
20 深鉢 平縁：条痕、赤彩／ナデ？ 明燈褐～暗褐／淡黄灰褐 粗：細砂～粗砂多
21 鉢？ 平縁：ナデ／ナデ 暗灰褐／暗灰茶褐 精良：細砂
22 深鉢 平縁：条痕／ナデ 黄灰褐／黄灰褐 やや粗：細～粗砂多
23 浅鉢？鉢？ 平底：ナデ？／ナデ？：底径7。3cm、1／6残 明燈／淡黄灰 粗：細砂多、細礫
図36　土坑5出土遺物2（縮尺1／3）
を描出している。9は弧線の内部に刺突による列点文を施している。10・11は皿状の浅鉢である。10は口唇部を
内側に肥厚させたもの、11は口唇部内面に縄文帯を施し、四方に突起を付したもので、突起の外面には小刺突を
有する。突起から内面に向けて縦位の隆帯が伸びる。この縦位の隆帯は内面を口縁部に平行して走る隆帯に接続
する。これらの隆帯はRLが施される縄文帯となっている。12は注口土器である。12は内面に肥厚させた口縁部
を有するボウル状の器形となると思われる。この口縁の一端を片ロ状に外方に引き出して注ぎ口としているもの
である。13は双耳壼の把手である。ほぼ円形のつまみ状で上方から下方に向けて穿孔が施される。14～17は口唇
部に刻みを施すもの、18は口唇部の端面に刺突を施すもの、19～22は無文深鉢もしくは鉢である。23は底部の小
片であるが、立ち上がりの角度が緩いことから浅鉢の底部と考えられる。
　出土土器群には福田Kn式、縁帯文土器成立段階のものを含む。
　石器はスクレイパー片、加工痕のある剥片、叩石、石錘が各1点ずつ出土した（図37図版23・26）。サヌカ
イト製スクレイパー片（Sl6）は、鎌状の形態をしたものの先端部と考えられる。下縁に細かい両面調整を施し、
刃部をつくり出す。サヌカイト製の加工痕のある剥片（S17）は、上縁と左側縁に不規則な両面調整が認められ
る。叩石（S18）は流紋岩製の楕円形円礫を用いており、上端に敲打痕がわずかに確認できる。
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｛⊃
O
S16
5cm
S18
0　　　　　　　　　　　　5cm
　　　　　　　　　　　　10cm
S19
番号 器種 最大長（cm）最大幅（cm）最大厚（cm） 重量（9） 石　材 特　　　徴
Sl6スクレイパー （2．60） （400） （0．59） （5．7） サヌカイト 下辺に細かい両面調整。鎌状の石器の先端部か？
S17加工痕ある剥片 （400） 6．65 1．91 （38．5） サヌカイト 上縁と左側辺に不規則な両面調整。
Sl8叩石 6．55 5．00 2．55 116．3 石英安山岩 上端部にわずかに敲打痕。
S19石錘 6．20 5．75 1．39 69．0 流紋岩 円礫の上下、両側端に打ち欠き。両側端は不明瞭。
図37　土坑5出土遺物3（縮尺1／2・2／3・2／5）
土坑6（図38～40）
　AWO2－86・87区で、14層上面で検出した。南北に長い不整楕円形を呈し、長径4．3m、短径2．4m、深さ0．6m
である。検出面の標高は234mを測る。埋土は15枚に分層したが、主体となるのは黄褐色～灰褐色砂質土である。
bb1断面2・4・5層には炭化物が含まれており、　aa1断面9層は炭化物は確認されていないが、これらが対応する
ものと考えている。しかし被熱面などは認められず本土坑の機能を判断することは困難であった。本遺構からは
23点の縄文土器が出土したが、いずれも小片で1点のみ図化した（図39）。図39－1は有文深鉢口縁部である。
平行する2条の波状沈線文の内部には縄文が施される。沈線は深く、太い。本遺構の時期は縄文時代後期初頭と
考えられる。
土坑7（図40～43、図版26）
　AWO2－86区に位置する。南端を土坑6に切
られている。長径1．6m、短径1．5m、深さ0．6m
で、平面形は歪な楕円形状を呈する。検出面
は14層上面である。検出面は標高2．9m、底面
は2．25mである。埋土は灰褐色土を主体とする。
土坑7からは7点の縄文土器が出土したが、
いずれも小片で1点のみ図化した（図43、図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図38　土坑6・7
版26）。1は深鉢の底部である。高台状の底部
で立ち上がりの角度がきつい。石器は叩石1点（S20）安山岩製の杵状の礫を素
材としたもので、下端部に明瞭な敲打痕が認められる。また、表面にもわずかに
敲打痕が残る。
　その他に本土坑からは76点の礫が出土している（図41）。0．5×0．4mの範囲にま
・嚥’灘
O
磁
尋、
10cm
番号
1
器種
深鉢
器形の特徴　文様と調整（外／内）
平縁　磨消縄文（RL）、ナデ／ナデ
色調（外／内）
明榿褐／淡黄榿白
胎土
良　細礫
図39　土坑6出土遺物　（縮尺1／3）
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土坑6　aa‘断面
1。淡黄褐色砂質土
2．黒褐色砂質土
3。黄褐色砂質土
4。黄褐色砂質土
5．灰黄褐色砂質土
6。淡黄褐色砂質土
7．暗灰褐色砂質土
8．黒褐色砂質土
9。茶褐色砂質土
10．暗灰黄色砂質土
11．灰黄褐色砂質土
12．黄褐色砂質土
13．暗灰褐色砂質土
14．明黄褐色砂質土
15。暗灰褐色砂質土
＼＼「／一＼
＼＼ ＼
a一 土坑6 q 落ち込み1 ≡a
7＜510　　　8
　　　］3
土坑6　bbl断面
1。黄褐色砂質土　　　　　　　　　　落ち込み1aa’断面
2．灰褐色砂質土（炭化物）　　　　　　1。黒褐色砂質土
3。暗黒色砂質土　　　　　　　　　　　　2．黒褐色（砂質）土
4．灰褐色砂質土（炭化物）　　　　　　3．暗褐色砂質土
5．灰褐色砂質土（炭化物多）　　　　　4．暗褐色粘質土
6。灰黄褐色砂質土　　　　　　　　　　5。黒褐色粘土
　　　　　図40　土坑6・7・落ち込み1（縮尺1／40）
一
　0　　　　　　　　　　　　　1m
土坑7　bb‘断面
1．暗灰黄褐色粘質土
2．灰褐色土
3．灰褐色粘質土
4．暗灰褐色土
5．灰黄褐色砂質土
a
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とまっており、礫群の上面は標高2．45mで、礫群
の高さ0．2m程度である。これらはいずれも円礫
で、石材には様々な種があり、特定の石材の選択
といたっことはみられない。すべて火を受けた痕
跡があり、そのうち22個については、顕著に被熱
痕が認められた（表4・図42）。赤化が著しく、
割れが生じていたり、原形を留めないほど壊れた
ものもある。長さ1．9cm～15．Ocmのものまであるが、
長さ3～7cm大の小ぶりのものが6割（58点）を
占める。重さでは17g～1，563gまでのものがあ
るが、250gまでの礫が8割（60点）を占める。総
重量は148kgを測る。土坑7の底・壁面に被熱痕
跡は認められない。以上のような礫群の被熱およ
び出土状況からこの礫が焼石を用いる調理などに
使用された可能性が考えられる。ただ本土坑内に
1
0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
　暗灰黄褐色粘質土
　灰褐色土
3．灰褐色粘質土
4．暗灰褐色土
5．灰黄褐色砂質土
図41　土坑7被熱礫群出土状況（縮尺1／30）
O 10cm
ノ㌻＼
態ジ
1ζ1ぷつ
濠き議ψ
　　　1
0
S20
10cm
1
3
1　被熱による礫の破断（76）　2　被熱による礫の破断（10・16）
3　破断部分の詳細（76）　　　　（）内の番号は表4に対応
　　　　　　　　図42　土坑7出土礫
2
番号
1
番号
S20
器種
深鉢？
器形の特徴　文様と調整（外／内）　法量
高台状、径小さく、直立気味に立ち上がる　ナデ／ナデ　底径64cm、1／4残
色調（外／内）
暗灰褐／淡乳白
胎土
やや粗　細礫多
器　種
叩石
最大長（cm）
1475
最大幅（cm）
860
最大厚（cm）
530
重量（9）
9838
石　材
安山岩
特　　　徴
下端に明瞭な敲打痕。上端にもわずかに敲打痕。
図43　土坑7出土遺物（縮尺1／3・2／5）
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表4　土坑7出土被熱礫群一一覧
番号 石材 長さ（cm） 重さ（9） 被熱 番号 石材 長さ（cm） 重さ（9） 被熱 番号 石材 長さ（cm） 重さ（9） 被熱
1 流紋岩 15．0 1563．1 ○ 27 流紋岩 5．4 121．4 ◎ 53 粘板岩 3．5 41．3 ○
2 流紋岩 9．7 302．5 ◎ 28 流紋岩質凝灰岩 8．6 352．3 ◎ 54 粘板岩 5．5 1684○
3 流紋岩質凝灰岩 ユ0．ユ 3648◎ 29 細粒花樹岩 6．1 81．1 ◎ 55 流紋岩質凝灰岩 70 232．5 ○
4 粘板岩 8B 232．9 ○ 30 流紋岩 6．7 ユ40．7 ○ 56 安山岩 6．1 2743○
5 流紋岩質凝灰岩 127 707．0 ○ 31 流紋岩 46 547 ◎ 57 流紋岩 43 26．0 ○
6 石英脈 140 1409．0 ○ 32 粘板岩 3．5 349 ○ 58 流紋岩・珪質片岩 3．1 31．3 ○
7 石英安山岩 9．6 4348○ 33 流紋岩 7．1 168．0 ○ 59 流紋岩 5．6 101．5 ○
8 粘板岩 40 60．9 ○ 34 流紋岩 5．8 81．5 ○ 60 流紋岩 5．6 143．2 ○
9 細粒砂岩 7．ユ 228．2 ◎ 35 流紋岩 3．2 39．7 ◎ 61 石英安山岩質凝灰岩 6．7 189．1 ○
10 流紋岩 9．1 3640○ 36 細粒砂岩 3．7 58．7 ○ 62 粘板岩 7．2 125．3 ○
11 流紋岩 9．7 4675○ 37 チー山ｻ岡石 7．0 139．9 ◎ 63 珪質片岩 8．7 223．6 ○
12 流紋岩 77 282．0 ○ 38 細粒砂岩 3．5 342 ○ 64 石英脈 6．5 210．6 ○
13 珪質片岩 6．6 1684◎ 39 断層岩 2．2 22．3 ○ 65 流紋岩 8．1 2724◎
14 流紋岩 6．1 127．6 ○ 40 粘板岩 1．9 174 ○ 66 流紋岩 3．9 443 ○
15 泥岩 9．6 430．6 ○ 41 泥岩 3．8 33．3 ○ 67 流紋岩 6．7 109．0 ○
ユ6 流紋岩 7．9 168．2 ○ 42 流紋岩 3．9 82．9 ◎ 68 細粒砂岩 3．0 31．3 ○
17 砂岩 5．0 110．8 ◎ 43 珪質片岩 7．0 86．1 ◎ 69 粘板岩 3．9 475 ○
18 砂岩 8．6 109．5 ○ 44 流紋岩 2．9 32．3 ◎ 70 珪質片岩 5．0 50．5 ○
19 粘板岩 5．7 ユ39．0 ○ 45 花闇岩 3．6 67．4 ◎ 71 粘板岩 3．5 51．7 ○
20 細粒砂岩 9．6 6545◎ 46 流紋岩 5．8 1447◎ 72 粘板岩 5．1 58．6 ○
21 流紋岩 7．0 247．7 ◎ 47 粘板岩 49 675 ○ 73 流紋岩 45 43．9 ○
22 流紋凝灰岩 8．2 259．6 ○ 48 粘板岩 47 63．6 ○ 74 細粒砂岩 6．6 2430○
23 流紋岩質凝灰岩 9．7 380．6 ○ 49 粘板岩 5．0 47．3 ○ 75 流紋岩質凝灰岩 6．8 665 ◎
24 細粒斑状花商岩 7．3 2041 ○ 50 粘板岩 45 45．3 ○ 76 流紋岩 7．9 255．6 ◎
25 粘板岩 45 65．9 ○ 51 粘板岩 41 51．2 ○
26 珪質片岩 7．7 153．2 ○ 52 礫岩 6．7 135．0 ○ ◎：被熱が特に著しいu長さ」：最大長を示す
は、被熱面は認められず、埋土中にも焼土、炭といった加熱作業に関連するものはみられないことから、他所で
被熱し、まとめて廃棄された可能性を考えている。
　本遺構の時期については縄文時代後期と推定
し、それ以上の断定は困難である。
土坑8（図44～46図版4・5・15・27・28）
　AWO3－14区に位置する。前述の土坑2の南
西角を切って構築されている。検出面は14層で
ある。長径2．Om、短径1．8m、深さ0．3mを測る。
検出面の標高2．86m、底面のレ・ベル2．57mであ
る。埋土は5枚に分層されるが、大きくは上層
の暗褐色砂質土層と、下層の暗灰褐色砂質土の
2種である。遺物を多く含むのは主に上層であ
り、基本土層である13層に近似した埋土中から
土器185点、石器2点が出土し、そのうち土器
14点・石器を図示した（図45）。13層に近似し
た埋土から出土しているため、出土遺物の中に
は土坑に直接伴うものかどうかは疑問であるも
のがあり、13層由来の可能性を残す。
　土器のうち図45－1～3は有文深鉢、4～10
は浅鉢、11～13は無文深鉢、14は浅鉢の底部で
ある。1は波状ロ縁波頂部の円文、その下位に
J字文が描かれる。2の口縁部文様帯は2本沈
線であるが、垂下する文様帯は3本沈線である。
3は円形モチーフの上端面が剥落して段状にな
る。段より上位の器壁はやや内反りのカーブと
【上層】 1．暗褐色砂質土
2．明茶褐色砂質土
3．茶褐色砂質土
4．暗灰褐色砂質土
5。暗茶褐色砂質土
　　　　　　図44
O
＋べ
］m
【下層】
土坑8（縮尺1／30）
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番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内）：法量 色調（外／内） 胎土
1 深鉢 波状ロ縁：2本沈線磨消縄文（RL）、幅広縄文帯、　J字文？、ミガキ／条痕後ナデ 淡灰～淡黄灰／暗灰 精良：細砂、稀に細礫
2 深鉢 平縁：3本沈線磨消縄文（RL）、ナデ／ナデ？ 淡燈白／茶褐 精良：細砂、稀に細礫
3 深鉢 屈曲部に段、橋状突起？剥落痕：円形モチーフ内に倭小化したJ字文？、磨消縄文（RL）、ナデ／ミガキ 燈褐／灰茶褐～暗灰茶褐 精良、均質：微～細砂
4 浅鉢 平縁：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ、ナデ／ミガキ 明榿／淡燈灰褐 精良：細砂
5 浅鉢 平縁：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ？／ミガキ？ 明燈／淡榿灰褐 精良：細砂
6 浅鉢 平縁、内面有段：3本沈線磨消縄文（RL？）、ナデ／ナデ 乳白～灰／乳白～淡灰白 精良：細砂
7 浅鉢 平縁、内面有段：2本沈線？磨消縄文（RL？）、ナデ／ナデ 乳白／乳白～淡茶褐 精良：細砂
8 深鉢 平縁：摩滅／摩滅 淡灰褐／淡灰茶褐 粗：細～粗砂多、細礫
9 浅鉢 平縁：ミガキ／ミガキ？ 暗茶褐／暗茶褐 良、均質：細～粗砂
10 浅鉢 一：枠状区画文、磨消縄文？、摩滅／摩滅 暗褐／暗灰褐 精良、均質：細砂
11 深鉢 平縁：ロ唇部斜め刻み、条痕／摩滅 暗茶褐～暗褐／明茶褐 粗：細～粗砂多、細礫
12 深鉢 平縁：条痕／条痕 淡黄白／明黄茶褐 精良、均質：細～粗砂
13 深鉢 平縁：ナデ／条痕 暗茶褐／茶褐 良：細～粗砂
14 浅鉢 高台状：摩滅／ナデ：底径74c皿、1／1残 淡黄白～暗灰褐／灰 精良、均質：細砂、稀に細礫
番号 器　種 最大長（cm）最大幅（cm）最大厚（cm） 重量（9） 石　材 特　　　徴
S21一 2．20 0．70 0．60 ユ．4 水晶 六角柱状。水晶結晶。
S22石核 3．60 2．60 1．40 12．9 赤色チャート 小剥片を剥離。周辺では採取されない石材。
図45　土坑8出土遺物（縮尺1／3・1／2）
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調査の記録
なるので、この剥落部分には橋状突起が付され
ていたことが想定される。沈線の末端に刺突、
あるいはやや強く工具を当てたため、端部が深
くなる部分もみられる。4・5は口唇部を内面に
屈曲させる口縁部を有する2本沈線浅鉢、6・7
は内面に段を持つものである。11は口唇部に刻
みを施す。以上の特徴から、土坑8出土土器は
福田KII式に該当する。
　石器は水晶の結晶と赤色チャート（ジャスパ
ー）製の石核が1点ずつ出土した（図45　図版
27・28）。水晶の結晶（S21）は六角柱状で良質
なものである。石核（S22）は4cm大の原礫に剥
離を施し小剥片を取っている。この石材は周辺
では採取されない。
　本遺構の時期は縄文時代後期前葉と考えられ
る。
土坑9（図47～50　図版8・9・16～19）
　AWO3－33区に位置する。検出面は14層である。
長径2．6m、短径2．3m、深さ
0．5mである。検出面の標高
2．64m、底面の標高2．13mで
ある。埋土は5枚に分層され
るが、遺物が特に集中して出
土したのは1・2層であり、
黒褐色系粘質土を主体として
いる。遺物は検出面からの深
さ15～20cmのレ・ベルで出土し
たものが大半を占めている。
　遺物の詳細は後述するが、
出土遺物も考慮して本遺構の
時期は縄文時代後期前葉と考
えられる。なお、本土坑の土
壌サンプルにより、放射性炭
【上層】
1．黒褐色粘質土
2．暗灰色粘質土
【下層】
3．灰色粘質土
4．明灰色～灰褐色粘質土
5．黄褐色弱粘質土
図46　土坑8
1m
図47　土坑9（縮尺1／30）
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番号 器種 最大長（cm） 最大幅（cm） 最大厚（cm） 重量（9） 石材
S23模形石器 2．50 2．60 1．20 7．6 サヌカイト
S24石錘 4．15 4．00 0．95 22．3 安山岩
特徴
上下両端に相対する剥離。
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図49　土坑9出土遺物1（縮尺1／2・1／3・2／5）
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番号 器種 器形の特徴：文様と調整（外／内）：法量 色調（外／内） 胎土
1 深鉢 平縁：2本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ 淡榿褐／淡榿灰褐 精良、均質：細～粗砂、稀に細礫
2 深鉢 平縁：沈線文：ミガキ／ミガキ 淡黄／灰茶褐 精良、均質：細砂少
3 深鉢 平縁：3本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ 淡灰茶褐／茶褐 精良、均質：粗砂、稀に細礫
4 深鉢 台形状突起、穿孔：突起上端刻み、3本沈線磨消縄文（RL）、ミガキ／ナデ 明黄茶褐／黄茶褐 精良、均質：細砂、細礫
5 深鉢 耳状突起：沈線文：ナデ／ミガキ 淡茶褐／淡榿白 精良、均質：細～粗砂、稀に細礫
6 深鉢 口唇部内外に肥厚：口唇部上下に沈線、磨消縄文（RL）、ナデ／ミガキ 暗茶褐／燈褐 精良、均質：細～粗砂
7 深鉢 緩い波状口縁：入組文、沈線末端刺突、磨消縄文（RL）、ミガキ／ミガキ 淡茶褐／灰～淡灰 精良、均質
8 深鉢 波状ロ縁、　「く」字状ロ縁：波頂部に円形窪み、ミガキ／摩滅 暗褐／暗茶褐 精良、均質：稀に粗砂、細礫
9 深鉢 波状ロ縁：2本沈線磨消縄文？、摩滅／ミガキ 淡燈褐／暗茶褐 精良、均質：細砂、稀に細礫
10 浅鉢 平縁、内面肥厚、有段：ロ唇部に斜行沈線文＋沈線、沈線、ミガキ／ミガキ 灰茶褐／橦褐～灰黄褐 精良、均質：稀に粗砂、細礫
11 深鉢 環状突起：口唇部縄文（RL）、ナデ、条痕／ナデ、赤彩 茶褐／淡黄褐 精良、均質：稀に細礫
12 深鉢 山形突起、穿孔：ミガキ、条痕／ナデ：ロ径3α2cm、1／3残 灰茶褐／淡灰褐～灰褐 良、均質：細～粗砂
13 深鉢 平縁：条痕／ナデ 淡黄灰褐／淡黄灰褐～灰褐 粗、不均等：微～細砂多、細礫多
14 深鉢 平縁：条痕／条痕 燈褐／乳白 精良：細～粗砂
15 深鉢 平縁：条痕／ナデ 明灰茶褐／淡黄灰 やや粗：細～粗砂多、細礫
16 深鉢 平縁：口唇部斜め刻み、条痕／ナデ：口径240cm、1／3残 淡黄橿～茶褐／淡黄燈～茶褐 やや粗：細～粗砂、細礫
17 深鉢 高台状：条痕／条痕、指頭痕、粘土板の上に粘土紐積み上げる：底径6．9cm、1／2残淡灰白～灰褐／淡黄白 やや粗：細～粗砂多
ユ8 深鉢 平状：条痕、ナデ／条痕、ナデ：底径6．4cm、1／3残 赤茶褐～茶褐／淡灰白～淡灰 精良、均質：微～細砂
19 深鉢 平底：摩滅／摩滅：底径8．Ocm、1／4残 淡黄白／灰褐 粗：細～粗砂、細礫多
20 深鉢 高台状？：摩滅／ナデ 淡黄白／淡灰白 良：微～細砂
図50　土坑9出土遺物2（縮尺1／3）
素による年代測定を実施している。埋土1・3層より採取したものであり、分析の結果、得られた年代は、補正
年代で3890±40年BP、3850±40年BPであった（第5章参照）。
　本土坑からは150点の縄文土器が出土し、20点を図化した（図49・50）。図49－1～9は有文深鉢、10は有文浅
鉢、図49－11～15、図50－16～18は無文深鉢であり、19・20の底部は器種を特定しがたい。1～3は平縁、4・5
には突起が付く。4は台形状の突起の上縁部に刻みを施し、中心にあたる部分には穿孔を行う。5は片流れ（耳
たぶ状）突起であるが、大きく発達していない。6・7は内面に肥厚するロ縁部を有するもので、ロ唇部にも縄
文が施され、文様が展開する。8は肥厚した口縁部外面の波頂下に円文を浅い挟りで描く。10は肥厚させた口唇
部内面に沈線と斜め方向の刻みを施す。口縁部外面にも沈線1条が巡る。11・12は突起を付す無文深鉢で、11は
円環状、12は山形突起の中央に穿孔したものである。16は口唇部に刻みを施すものである。18～20の底部はいず
れも平底もしくは小高台状を呈する。
　石器は襖形石器と石錘を1点ずつ図化した（図49）。サヌカイト製模形石器（S23）は、右側面に斜方向の勇
断面、左側面に折れ面をもち、平面が三角形状を呈する。下端に階段状剥離が認められる。
土坑10（図51～54　図版9・10）
　AVO3－36区で検出した。15層で検出したが、本遺構の一帯は特に遺構の切り合いが激しく、遺構検出が極め
て困難であったことから、少しずつ14層を掘り下げて精査を行い、結果的に15層上面での検出となったもので、
60
